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＊プロローグ








「ぁ……っ」

　薄暗い部屋の中、押し殺した息遣いが響く。

　こうして身体に触れられるのにはまだ慣れず、心臓がドキドキしていた。彼の唇が耳朶を食み、舌先で耳の輪郭をなぞる。次いで耳孔をくすぐられて、濡れた感触に肌が粟立った。

「あっ……！」

　くちゅ、と濡れた音がダイレクトに響き、背すじがゾクゾクする。

　温かく柔らかい舌は生き物のようにうねり、耳の中を舐めた。それと同時に大きな手が胸のふくらみを包み込み、やわやわと揉んでくる。体型に似合わず大きなそこは密かなコンプレックスで、有あり菜なは落ち着かず足先を動かした。

「……あの、礼れい司じさん……」

「ん？」

「そこはあんまり触らないでほしいんですけど……」

　モソモソと遠慮がちに申し出ると、彼──榊さかき礼司が視線を上げて問いかけてくる。

「どうして」

「ど、どうしてって……あっ！」

　ふいに指先で胸の先端を引っ掻かれ、有菜はビクッと身体を震わせる。

　衣服とブラ越しのためにダイレクトな刺激ではないが、思わず敏感に反応してしまい、恥ずかしさが募った。榊が繰り返し引っ掻くと、そこはみるみる硬くなる。服の上からでもそれがわかるのか、彼が尖りを摘まんできて、有菜は声を上げた。

「んぁっ！」

「俺としては、この大きさは揉みごたえがあってうれしいけどな。しかも感じやすいし」

　少し力を込められた途端にじんとした疼痛が走り、有菜は息を乱す。

　痛みと紙一重の快感があり、そんなことで感じる自分が恥ずかしかった。こういう行為をするのは二度目なのに、たやすく反応してしまうのはあまりにはしたない。

　そう考えて唇を噛むと、榊の手がブラウスの前ボタンを次々と外していく。彼があらわになった胸のふくらみに唇を落とし、ずらしたカップから零れ出た尖りに舌を這わせてきて、有菜は息を詰めた。

「ん……っ」

　濡れた舌が先端を押し潰し、最後にピンと弾く。たったそれだけの愛撫でそこは痛いほどしこり、脚の間がじんわりと熱くなるのがわかった。

　硬くなった先端を舐め、勃ち上がったそこを音を立てて吸われる。気がつけば有菜は、上気した顔で息を乱していた。榊の端整な顔が自分の胸に伏せられ、先端を舐めている光景はとても煽情的だ。彼の髪が肌をくすぐる感触にも乱されてしまい、浅い呼吸をしながら落ち着かず身じろぎする。

　すると榊が上体を起こし、唇を塞いできた。

「……っ」

　口腔に差し入れられた彼の舌を、有菜はなすすべもなく受け入れる。

　ざらつく表面を擦り合わせながら絡められ、その淫靡な感触にすぐ体温が上がった。唾液を啜られる音に身体が熱くなり、喉奥から小さく声を漏らす。

　熱くぬめる舌が口腔を蹂躙して、蒸れた吐息を交ぜながら有菜はうっすら目を開けた。すると間近で彼と目が合ってしまい、一気に羞恥が増す。

（あ、……）

　榊の顔立ちは、とても端整だ。

　切れ長の目元と高い鼻梁、薄い唇が絶妙なバランスで並び、すっきりした輪郭がそれを引き立てている。目元にさらりと掛かる黒髪や男らしい首筋など、パーツのひとつひとつがきれいで目を奪われた。

　それに加えてスラリとした長身と均整の取れた体型の持ち主で、普段あまり表情を変えないところも、有菜の胸をときめかせてやまない。

（こんなに素敵な人が……わたしの旦那さまなんだ）

　式は挙げておらず、籍を入れただけだが、有菜と榊は正真正銘の〝夫婦〟だ。

　しかも交際○日で結婚してしまい、当初彼はまったくこちらに手を出してこなかった。だが有菜のほうからアプローチし、何とかそうした関係に漕ぎつけて、今に至る。とはいえ今回で二度目のため、余裕は一切ない。ただ榊のもたらす感覚に身を委ねるしかなく、有菜は目を潤ませる。

「は……っ」

　さんざん貪られたあとで唇が離れていき、互いの間を透明な唾液の糸が引く。

　彼の手がスカートをたくし上げ、下着に触れてきて、有菜は太ももを震わせた。下着越しに秘裂をなぞられると中がぬるりと滑るのがわかり、かあっと顔が赤らむ。

「あ……」

「もう濡れてる。胸を吸われるの、そんなに気持ちよかった？」

　涼やかな顔でそんな問いかけをされ、有菜は恥ずかしさでいっぱいになりながら小さく答える。

「は、はい……」

「素直で何よりだ。感じてくれたほうが、俺もうれしい」

　話しながら榊の手が割れ目を繰り返しなぞってきて、有菜は切れ切れに声を漏らした。

　溢れ出た愛液が下着にじっとりと染みていて、肌に貼りつく感じが落ち着かなさを掻き立てる。秘裂の上部にある花芽に触れられると甘い愉悦が湧き起こり、声を我慢することができなかった。

　彼の指がぐっとそこを強く押し、有菜はビクリと腰を跳ねさせた。

「ぁっ……！」

　触れられるたびに硬くなっていくそこは下着越しでも存在を主張していて、じんじんとした疼きを感じた。

　既に下着は愛液でしとどに濡れていて、にじみ出たそれがシーツまで垂れてきているのがわかる。やがて榊が上体を起こし、有菜の下着のクロッチを横によけた。秘所を直接見られていることに猛烈な羞恥をおぼえた有菜は、慌てて手を伸ばして声を上げる。

「いや……っ」

「嫌じゃない、ちゃんと見せてくれ。……ああ、すごく濡れてる」

　愛液が溢れ、蜜口から零れ出ている。

　それを見つめた彼がかすかに微笑み、中にゆっくりと指を挿れてきた。

「んん……っ」

　濡れたそこは難なく指をのみ込み、身体の内側を撫でられる感覚に肌が粟立った。

　榊の指は細く見えるがそれなりの太さがあり、わずかな圧迫感をおぼえる。長いそれが最奥に到達し、ぐっと押し上げてきて、有菜は眉を寄せて呻いた。

　内壁がきゅうっと指を食い締め、その存在をまざまざと感じる。緩やかに行き来されると、隘路がビクビクと蠢いた。

「ぁっ……んっ、……あ……っ」

　濡れた音を立てながら指を抽送され、中が断続的に震える。

　痛みはなく、柔襞を捏ねられる快感だけがあって、愛液がより溢れてきているのがわかった。前回は初めての行為にただ翻弄され、彼を受け入れたときの痛みの記憶はまだ生々しい。このあとの展開を想像すると、少し怖い気持ちがこみ上げる。

（でも……）

　今は榊がもたらす甘い感覚に乱され、不安と期待が入り混じっていた。

　たとえ痛みがあっても、彼と繋がりたい──そんなふうに考えながら、有菜は彼に向かって腕を伸ばす。

「……っ、礼司さん……」

「ん？」

「ぎゅってして……」

　すると榊が微笑んで身を屈め、有菜の身体を片方の腕で強く抱きしめてきた。

　それと同時に中に挿れる指を増やされ、ゴツゴツとした硬いものがねじ込まれる感触に声を上げる。

「あっ……！」

「やっぱり狭いな。このまま挿れたら痛い思いをさせてしまうかもしれないから、もう少し慣らさないと」

　先ほどより増した圧迫感に息を乱し、有菜は目の前の彼の首にしがみつく。

　榊の指が隘路を掻き回し、耳を覆いたくなるような淫らな水音が響いていた。抱きすくめられているせいで逃げ場がなく、指の動きにどんどん追い詰められていく。最奥を何度も押し上げられ、そのたびに内壁がビクビクとわなないて、呼吸が乱れていた。

　甘ったるい愉悦がわだかまっていき、有菜は切羽詰まった気持ちで彼に訴えた。

「……っ、礼司さん、待っ……」

「どうして」

「ぁ、何か変で、だから……っ」

「達きそうなんだろ。いいよ、ほら」

　より激しく中を掻き回され、有菜は喘いだ。

「やっ……ぁ、……はぁっ……んっ……あ……っ！」

　ひときわ深いところを抉られた瞬間、頭が真っ白になるほどの快感が弾けて、有菜は高みに引き上げられる。

　性行為で達するのは初めてで、鮮烈な感覚だった。心臓が早鐘のごとく脈打ち、甘い愉悦がさざなみのように全身に伝播していく。愛液がどっと溢れ出し、榊の手のひらを濡らしているのを感じた。

　彼は絶頂の余韻に震える隘路でゆるゆると指を行き来させ、有菜の汗ばんだ額に口づけてささやく。

「上手に達けたな。でも、もう少し慣らしたほうがいい」

「えっ？　あ……っ」

　彼は力が抜けた有菜の体内から指を引き抜き、下着を脱がせて脚を大きく広げる。

　そして秘所をあらわにすると、そこに舌を這わせてきた。

「礼司さん、や……っ」

　熱い舌が花弁をなぞり、蜜が溜まった入り口をくすぐってくる。

　初めてのときもされた行為だが羞恥が強く、有菜は榊の髪に手を触れて言った。

「そ、そんなこと、しなくていいですから……っ」

　しかしこちらの訴えを物ともせず、彼は音を立てて秘所を舐め始める。

　ぬめる感触が這い回り、ときおり吸い上げる動きをして、有菜はすぐにグズグズになった。特に花芽を吸われると快感が強く、声を我慢することができない。

「はぁっ……うっ、……ぁ……っ……」

　身体が熱くなり、肌がじんわりと汗ばんでくる。

　何をされても気持ちよく、身の置き所がなかった。溢れた蜜を舐め取った榊は、蜜口に舌先を入れてくすぐったり、敏感な尖りに吸いついたりと、丹念に愛撫してくる。

　やがて有菜が感じすぎてぐったりした頃、彼は口元を拭ってようやく身体を起こした。

（あ、……）

　ベッドサイドの棚に腕を伸ばした榊が、引き出しから避妊具を取り出す。

　スラックスの前をくつろげた彼の欲望をうっかり見てしまい、有菜は慌てて目をそらした。あんなに大きなものが先日自分の中に入っていたなど、とても信じられない。

　パッケージを開け、薄い膜を自身に装着した彼が、改めてこちらの膝をつかんで押し広げる。有菜は慌てて声を上げた。

「あ、礼司さん、わたし──……」

「大丈夫だ。このあいだも、ちゃんとできただろう？」

　そう言って切っ先を押し当てられ、蜜口がヒクリと蠢く。

　期待と不安が入り混じった気持ちがこみ上げ、有菜は榊の手首をつかんだ。次の瞬間、丸い先端がぐぐっとめり込んできて、小さく呻く。

「んんっ……」

　亀頭をのみ込まされ、そのまま幹を埋められていくと、強烈な圧迫感に眉根が寄る。

　充実した屹立は硬く、その太さをつぶさに感じて、思わず中を締めつけてしまった。すると彼がかすかに息を吐き、なだめるように言う。

「力を抜け。そっちのほうが楽だから」

「でも……っ」

「──有菜」

　名前を呼ばれると胸がきゅうっとし、わずかに力が抜ける。

　その機を逃さずに榊が腰を進めてきて、楔が根元まで一気に隘路に埋められた。

「あ……っ！」

　火傷しそうなくらいに熱く昂り、苦しいほどの質量が体内にあって、有菜は浅い呼吸をする。

　狭い内部が限界まで拡げられているのがわかり、入り口に引き攣れるような痛みがあった。密着した襞が彼の大きさや幹に浮いた太い血管までもつぶさに伝えてきて、息が止まりそうになる。

　榊が熱い息を吐いてささやいた。

「ごめん。一気に挿れたほうが、つらくないかと思って」

「……っ……」

「動くよ」

　初めは緩やかに、徐々に動きを大きくされ、その律動に翻弄される。

　自分の体内に剛直を受け入れるのにはまだ慣れず、ただ声を上げることしかできなかった。切っ先が信じられないほど深くまで入り込み、最奥を押し上げる。

　中が馴染むにつれて愛液の分泌が多くなって、接合部から淫らな水音が聞こえ始めた。

「はぁっ……んっ、……礼司、さん……っ」

　彼を受け入れたところがじんじんと熱を持ち、内壁が断続的に楔を締めつける。

　幹を啜るように蠢く襞の感触が心地いいらしく、榊が熱い息を吐いて言った。

「は、……すごいな」

「んぁっ！」

　ずんと深く腰を入れられ、有菜は高い声を上げて彼の腕を強くつかむ。

　すると榊が両手の指同士を絡ませ、ベッドに縫い留めて言った。

「初めて抱いたときより、中が馴染んでる。……少し激しくするぞ」

「あっ、あっ」

　繰り返し深く突き上げられ、両手を押さえられているせいで逃げ場のない有菜は、ただ喘ぐ。

　腰を打ちつけられるたびに足先が揺れ、切っ先で嬲られる最奥に甘ったるい愉悦が生まれ始めていた。奥を突かれるのが怖いのに、肌が粟立つほど感じてしまう一点があって、やるせなく身をよじる。

　内部の動きでそれを悟ったのか、彼がそこばかりを執拗に抉ってきた。動き自体は激しくないものの、与えられる快感は大きく、有菜は上擦った声で訴える。

「や、駄目、礼司さ……っ」

「何が駄目なんだ？」

「そこばっかり……っ……」

「気持ちいいの間違いだろ。奥、すごいビクビクしてる……」

　榊が上体を倒してきて、端整な顔が近くなったことにドキリとする。

　そんな有菜の顔を見つめ、彼が言った。

「有菜、口開けろ」

「えっ？　んぅ……っ」

　ぬるりと入り込んできた舌に絡められ、有菜は喉奥で小さく呻く。

　ぬめる肉厚の舌が生き物のように蠢き、口腔をいっぱいに蹂躙して、頭がクラクラした。そのあいだも肉杭の先端が最奥を捏ね続けていて、狭い内部をいっぱいにされる感覚に眩暈をおぼえる。

（どうしよう、こんな……っ）

　セックスがこんなに気持ちいいものだと知らなかった有菜は、受け止めるだけで精一杯だ。唇を離した榊がこちらを見つめ、微笑んで言う。

「蕩けた目をして、可愛い。もう痛くないだろ」

「……っ……」

「俺も気持ちいい。こんなことなら、瘦せ我慢せずに早く抱けばよかったな」

　彼の吐息交じりの声には快感がにじんでいて、有菜の胸がきゅんとする。

　気持ちに呼応して体内のものを締めつけてしまい、榊がわずかに息を乱してつぶやいた。

「……うかうかしてると、あっさり持っていかれそうだ」

「あっ！」

　ずんと深く突き上げられ、有菜は背をしならせてそれを受け止める。

　律動は徐々に激しさを増し、嵐のような快感に翻弄された。どんなふうにされても気持ちよく、中を押し広げる剛直のことしか考えられなくなる。

「ぁ、はぁっ、あっ、あ……っ」

　粘度のある愛液が溢れ、接合部がぬるぬるになっている。

　根元まで突き入れられ、いっぱいに拡げられた入り口がヒクヒクと震えていた。乱された上衣から垣間見えるブラのカップをずらし、榊が胸の先端に吸いついてくる。途端にじんとした甘い快感が広がって、有菜は途切れ途切れに訴えた。

「……っ、一緒にするの、駄目……っ……」

「ああ、中が締まる。どこもかしこも感じやすいんだな」

　硬くなった尖りを強く吸われ、屹立の切っ先で最奥を抉られる。その瞬間、一気に快感が弾けて、有菜は声を上げて達した。

「あぁ……っ！」

「……っ」

　隘路が収縮し、一分の隙もなく埋まった怒張をきつく締めつける。

　すると榊が顔を歪めながら息を詰め、薄い膜越しに射精した。柔襞が幹を舐め、淫猥に蠢くのを感じつつ、有菜は早鐘のごとく鳴る心臓の鼓動を持て余す。

「はぁっ……」

　身体はすっかり汗ばみ、服装も乱れていた。

　急激に疲労がこみ上げ、荒い息をつきながら目の前の彼を見つめると、榊が触れるだけのキスをして問いかけてくる。

「平気か？　どこか痛いところは」

「だ、大丈夫です……」

「抜くぞ」

　ズルリと屹立を引き抜かれ、内壁を擦られる感触に有菜は小さく呻く。

　後始末をした榊が隣に横たわり、有菜の身体を抱き込んできて、そのぬくもりに眠気を誘発された。

（このまま眠っちゃ駄目。お風呂に入って、メイクを落とさないと……）

　頬に触れる榊の体温と匂いにこの上なく安堵しながら、有菜は今こうしている事実に感慨深い気持ちになる。

　二ヵ月前までは、彼と結婚するなど考えられなかった。何しろ自分たちは、普通のカップルなら当然あるべき交際期間をまったく経ずに結婚したのだ。

　だからだろうか。有菜の心には、〝自分が愛されていないかもしれない〟という不安が常にある。

（わたし、求めすぎなのかな。礼司さんはこうして優しくしてくれるんだから、今の状況で充分満足するべきなのに）

　考えているうちに疲労で瞼が重くなってくる。

　急速に眠気をおぼえつつ、有菜は頭の隅で榊と九年ぶりに再会したときのことをぼんやり思い出していた。







＊第一章








　──時は、一ヵ月半前に遡る。




　株式会社紫し水すい社しゃは、インターネットメディア事業を中心にライフスタイルや美容、グルメなど、幅広いジャンルのウェブメディアを運営する会社だ。

　その中のファーブラオンライン編集部は金融を担当しており、経済や投資、家計といった分野の独自コンテンツを提供している。

　半月前に入社したばかりの瀬せ戸と有菜は、仕事を覚えるのでてんてこ舞いだった。

　何しろ学生時代にアルバイトをした経験は一切なく、大学を卒業する直前まで就職する予定もなかったため、慣れないことが多い。

　なぜなら有菜は、お嬢さま育ちだからだ。父の勝かつ之ゆきは祖父から受け継いだ総合設備会社を営み、母の奈な緒お美みは優雅な専業主婦だった。大学の英文科で学んでいた有菜は、卒業後は花嫁修業をしたあと、しかるべき家柄の男性と見合いをして結婚するのだと言われ、そのつもりでいた。

　それに暗雲が立ち込めたのは、約九ヵ月前だ。父の会社の業績が悪化し、倒産のリスクがあることが経済誌に掲載されたが、彼はどこまでも強気だった。

『資金繰りは多少悪化しているが、自社の資産をいくつか売却すれば何も問題はない。我が社は数十年に亘って成長してきた企業なんだから、これからも安泰だ』

　気になった有菜が自分でいろいろ調べてみたところ、自社のキャッシュフローに余裕がなく、現預金の流入出が健全に行われない場合に資産売却で穴埋めをするのは、経営者として悪手らしい。

　父には事業に対する慢心があり、もしかすると市場の変化への対応やマーケティング不足が経営の悪化に繋がっているのかもしれない。だとすれば、彼の言うような今後の安泰はまったく保証されていないということになる。

　ならばどうするか──考えた有菜は、大学卒業後のに就職することを決めた。

（お父さんもお母さんもわたしに「働く必要はない」って言ってたけど、そんなの当てにならない。いざ会社が倒産することになったら、自分の力で生活していかなきゃいけないんだもの、先に準備しておいたほうがいい）

　楽観的な両親を反面教師に、有菜は複数の企業の面接を受け、やがて紫水社への入社が決まった。

　金融を担当するファーブラオンライン編集部への配属を希望したのは、父の会社について調べたのをきっかけに経済に興味が湧いたからだ。

　とはいえ新卒の有菜は編集部員の仕事をするには経験が足りず、アシスタントとして先輩社員の補佐をしている。現在任されているのはニーズ調査と競合調査、ユーザー調査だ。他にも、編集会議の議事録を作ったり、電話で外部とやり取りをしたりと、一日があっという間に過ぎていく。

　その日有菜は、先輩社員の高たか山やま優ゆ美みから取材の同行を申しつけられた。

「うちの編集部は経営アナリストや個人投資家、金融機関や金融庁、税務署とか、個人から法人までいろいろなところを取材して記事にしてるの。今回インタビューするのは、気鋭の起業家として注目されている人なのよ。これがその資料」

　手渡された資料に視線を落とした有菜は、目を瞠る。

　そこには端整な顔立ちの、二十代後半から三十代とおぼしき男性の写真があった。涼やかな目元にさらりと掛かる黒髪、きれいに通った鼻梁、シャープな印象の輪郭など、ハッと目を引く容貌の持ち主だ。

　その顔には見覚えがあり、有菜は食い入るように写真を見つめる。

（この人のこと……わたし、知ってる。昔よりだいぶ大人びているけど、間違いない）

　名前のところには〝株式会社バーラエナＣＥＯ　榊礼司〟と書かれており、それを見た有菜は確信を深めた。

　彼は自分の、幼馴染だ。中学三年生まで住んでいた松濤で家が隣同士で、幼い頃からよく知っている仲だった。

　有菜より八歳年上の彼は整った容姿の持ち主で、大病院の院長を父に持ち、国内トップクラスの大学にストレートで合格するだけの明晰な頭脳を持ち合わせていた。有菜は高校に進学する前に白金に転居することになり、以来榊とは会っていない。まさか取材で再会できるとは思わず、胸がドキドキした。

（礼司さん、わたしのこと覚えてるかな。前の家から引っ越すまでは、会えば話をするような仲だったけど……）

　改めて経歴を見ると、彼がすごい人物であることがわかる。

　大学を卒業したあと、医者にはならずＩＴ企業に就職した榊は、ウェブディレクターとして大手企業のサイトやアプリのディレクションを担当し、三年前に独立して株式会社バーラエナを設立したらしい。

　そして画期的なクラウド人事労務ソフトを開発し、業務の効率化や生産性の向上という点が高く評価され、数々のスタートアップイベントを総舐めにしたと書いてある。

「……さん、瀬戸さん？」

「は、はいっ！」

　食い入るように資料を見ていた有菜は、しばらく高山に呼ばれているのに気づかず、慌てて返事をする。彼女が眉を上げて言った。

「どうしたの、そんな食い入るように資料を見て。今回は私が取材の許諾を取りつけたけど、どういう手順でアポを取るか覚えてる？」

「はい。まずはこちらがどんな媒体で、どれくらいの読者がいるのかの提示。それとどういう目的で取材するのかの狙いや、取材にかかる想定時間の説明……ですよね」

「そう。それと媒体への掲載時期や、謝礼がある場合はその金額、振込時期なども必要ね。それから過去の取材記事も、時間が許すかぎり目を通しておくべきよ。わざわざ時間を割いて取材させてもらってるんだから、既に他で語っていることを相手に解説させたり、地雷を踏まないように準備することが大切なの。そうすれば、既存の記事との差別化を図ることもできるしね」

　有菜はアシスタントのため、傍で聞いているだけになるが、高山に「目を通しておくように」と言われた記事を真剣に読み込む。

　そして昼休みを終えたあとの午後二時、カメラマンを含めた三人で六本木にある株式会社バーラエナの社屋に向かった。

「二時に榊ＣＥＯとお約束をしております、紫水社ファーブラオンライン編集部の高山と申しますが」

「はい、お待ちしておりました。こちらにどうぞ」

　ビルの高層階にあるオフィスはワンフロアを貸し切っていて、ナチュラルで解放的な雰囲気だ。応接スペースに通されて待つこと数分、榊がやって来る。

「本日はご足労いただき、ありがとうございます。株式会社バーラエナのＣＥＯ、榊と申します」

　彼は黒いセットアップに白のカットソーというオフィスカジュアルなスタイルで、スラリとした体型を引き立てていた。

　清潔感のある長さの髪やすっきりした首元に大人の男性らしい色気があり、それを見た有菜の心臓が跳ねる。

（礼司さんだ……）

　記憶の中の姿よりはるかに成熟した雰囲気だが、自分の幼馴染である榊に間違いない。

　立ち上がって名刺交換をし、有菜も高山のあとで自分の名刺を差し出したものの、彼は特に反応しなかった。椅子に座り、早速高山が口を開く。

「記事を作成するため、ボイスレコーダーで会話を録音させていただいてよろしいでしょうか」

「はい、どうぞ」

　同行したカメラマンがセッティングし、何枚か写真を撮影したが、榊は慣れているのか平然としている。

　やがてそれが一段落すると、彼女はレコーダーのスイッチを入れてインタビューを開始した。

「本日は株式会社バーラエナの躍進の秘訣、そして〝企業と人との関係性〟について、榊ＣＥＯにお話を伺いたいと思います。まずは榊さんがＩＴ分野に携わるきっかけとなった、原体験から教えていただいてもよろしいでしょうか」

　インタビューには優先順位の高いトピックがあるものの、いきなり確信に迫るのは無粋なため、相手が答えやすい事実ベースの質問から入っていくのがスムーズだ。

　二人の会話をメモしながら、有菜はそわそわと落ち着かない気持ちを押し殺した。

（礼司さん、わたしの名刺を見ても何の反応もしなかった。もしかして、もう忘れてしまってる……？）

　最後に会ったとき、有菜は中学二年生だった。

　八歳年上の榊は大学四年で、もうすっかり大人の男性に見えていたが、やはり七年も経つと記憶が薄れてしまうものなのだろうか。

　ここに来るまでの高揚した気分がみるみる萎んでいき、有菜は目を伏せる。仕事の場で馴れ合う気はないものの、ほんの少しでも反応してくれたら──そう期待していただけに、自分でも驚くほど気持ちが落ち込んでしまっていた。

（もう、こんなこと考えてたら駄目。高山さんが実際の取材の現場を見せるために同行させてくれたんだから、ちゃんと集中しないと）

　高山の話運びはスムーズで、話題の掘り下げ方はとても勉強になる。それに対する榊の態度は落ち着いており、専門的な説明もよどみなく、さすがは世間に注目される気鋭の起業家だと感じた。

　やがて雑談も交えて四十分ほどのインタビューが終わり、彼女が笑顔で言った。

「本日のインタビューは、ここまでになります。榊さん、充実した内容をお話しいただき、ありがとうございました」

「こちらこそ、記事の掲載を楽しみにしています」

　立ち上がり、挨拶を交わしたあと、榊が廊下まで見送りに出てくれる。

　高山が彼に向かって言った。

「お忙しくていらっしゃるのですから、ここまでで大丈夫です。記事の原稿が完成しましたら、メールでお送りします」

「そうですか。では」

　互いに頭を下げた瞬間、高山のスマートフォンが鳴る。

　彼女が「失礼します」と言って踵を返したあと、エレベーターホールに向かいながら電話に出た。

「はい、高山です。……お世話になっております」

　彼女のあとから歩き出そうとした有菜だったが、ふいに後ろから肩をトンと叩かれる。

　驚いて振り返ると、榊がこちらを見下ろしていた。

「久しぶりだな。いきなり君が来て、びっくりした」

　彼がそんなふうに声をかけてきて、有菜の頬がみるみる紅潮する。

　うれしさと興奮がない交ぜになった気持ちを味わいながら、榊を見上げて言った。

「お、お久しぶりです。七年ぶりですね」

「有菜が松濤から引っ越して以来だろ。元気だったか？」

「はい」

　てっきりこちらを忘れているかと思っていたのに、先ほどの態度はビジネスに徹していただけだったらしい。榊が微笑んで言った。

「さっき渡した名刺に俺の携帯番号が載ってるから、よかったらあとで連絡をくれ」

「いいんですか？」

「ああ。積もる話もあるしな」







　電話中だった高山と先に行ったカメラマンに、榊とのやり取りは気づかれていない。会社に戻ったあとの有菜は、ふわふわと夢見心地だった。

（礼司さん、わたしのこと覚えててくれた。名刺を渡したときも、インタビューの最中も全然こっちを見なかったから、てっきり気づいていないものだと思っていたのに）

　ポケットの中から渡された名刺を取り出すと、下の部分に携帯電話の番号が書かれている。

　それを見つめ、有菜は「いつ連絡しようかな」と考えた。ＣＥＯである榊が多忙なのは容易に想像ができ、一体どの時間帯が暇なのかわからない。だが電話ではなくショートメールなら、さほど迷惑ではないかもしれない。

　そう考え、午後五時過ぎに退勤した有菜は、ロッカールームで彼にメールを送った。内容は「今日はインタビュー、ありがとうございました」「礼司さんがわたしのことを覚えていてくださって、うれしかったです　また機会がありましたらお話しさせてください」というもので、送信してホッと息をついた。

（何だか他人行儀になっちゃったけど、メールだとどういうふうに書いていいか迷うな。でも会わなくなってからブランクもあるし、あんまり馴れ馴れしい態度を取るのも駄目だよね）

　そう考え、スマートフォンをバッグにしまおうとした瞬間、着信音が鳴り始める。

　驚いてディスプレイを確認すると、そこには見知らぬ番号が表示されていた。有菜は「誰だろう」と思いながら指を滑らせ、電話に出た。

「はい、瀬戸です」

『有菜？　俺だ』

　低い声が電話越しに聞こえ、有菜はドキリとしてつぶやく。

「れ、礼司さんですか？」

『ああ。電話をかけてくれればいいのに、ショートメールなんて他人行儀だな』

「あの……お忙しそうだったので、電話はご迷惑かと思って」

『全然。どんなに忙しくても、電話対応くらいできる』

　榊の口調は気安く、七年のブランクで距離感をつかみかねている有菜は、少しずつ緊張が解けていくのを感じた。彼が言葉を続けた。

『このあと何も予定がないなら、一緒に飯でも食わないか？　そっちの会社は渋谷だっけ』

「はい」

『俺はあと三十分くらいで仕事が終わるから、六本木まで出てきてもらえるとありがたいんだけど』

「大丈夫です」

　電話を切った有菜は、地下鉄を乗り継いで六本木に向かう。

　ドア付近に立って揺られながら、「こんなふうに男の人と待ち合せるのは、初めてだな」と考えた。二十二歳になる今まで、有菜は男性との交際経験がない。ずっと両親から「大学卒業後は、しかるべき家柄の相手と結婚するのだから」と言われてきたため、誰かとつきあうのは不誠実な気がして、自ら遠ざかっていた。

（でも礼司さんは、きっと昔から知っているわたしを気軽に食事に誘ってくれただけだよね。変に意識して馬鹿みたい）

　渋谷から六本木までは、三十分ほどの距離だった。

　地下鉄を降りて階段を上り、地上に出ると、雑多な匂いのする風が全身を包み込む。四月も半ばを過ぎたとはいえ、夜はまだ気温が低く、トレンチコートを着ていても肌寒さを感じた。

　待ち合わせ場所に到着した有菜は、スマートフォンのディスプレイに顔を写し、前髪を直す。それから待つこと数分、ふいに横から「お待たせ」という声が響いた。

「あ、お疲れさまです」

　榊はインタビューのときと同じ黒のセットアップに白のカットソーという服装で、スラリとした体型を引き立てて文句なしに恰好いい。彼は有菜を見下ろして言った。

「イタリアンの店を予約してあるんだ。行こう」

「はい」

　連れ立って歩き始めると、道行く若い女性たちが榊をチラチラ見ているのがわかる。

　有菜は半歩遅れて歩きながら、「そういえば、昔からそうだったな」と考えた。

（礼司さん、学生時代からすごく恰好よかった。何度か彼女らしい人を見たこともあったし）

　今は当時に比べて大人になっているのだから、恋人がいる可能性も充分ある。ふいにそんな考えが頭をよぎり、有菜は複雑な気持ちを押し殺した。

　そうするうちにエレベーターが上階に停まり、榊が通路を歩き出す。到着した店は高級感のあるリストランテで、窓際の席に通された。彼がメニューを手に取って言った。

「何飲む？　ノンアルコールのメニューもあるけど」

「じゃあ、ワインでお願いします」

　するとそれを聞いた榊が眉を上げ、苦笑する。

「そっか。君はもう、大人なんだもんな。つい中学生のときのイメージで」

「そんなに子どもじゃありません」

　少々憤慨しながら抗議する有菜を見つめ、彼が笑ってワインリストから今日のコースに合いそうなものをオーダーする。やがてやって来たソムリエが双方のグラスにワインを注いでくれ、乾杯した。

「じゃあ、七年ぶりの再会を祝して」

　グラス同士を触れ合わせて一口飲んだ白のワインは、さっぱりとした後味で美味しかった。ほっと息をつくと、榊が「ところで」と口を開く。

「有菜はいつ紫水社に入社したんだ？　まず君が働いていることにびっくりしたんだけど」

「四月一日からです。新卒で入って」

「こう言っては何だが、君は普通に就職するような家の令嬢じゃないだろう」

「実は……」

　有菜は去年の秋頃に父の会社の業績が悪化し、倒産のリスクがあると経済誌に掲載されたこと、だが社長である父や母は至って楽観的で、そうした姿勢に危機感を抱いたことを説明した。

「両親はわたしに『働く必要はない』と言っていたんですけど、いざ会社が倒産するような事態になれば、家族三人が路頭に迷うことになります。だったら親が結婚相手を決めてくれるのを待つのではなく、自分の力で生きていく努力をしなければならないと考えて、就職活動を始めたんです」

　すると彼が、考え込んで言う。

「有菜の父さんが経営している会社って、確か瀬せ戸と総合設備だったっけ。ビルや店舗の管理業務をしてる」

「はい、そうです」

「ビルのメンテナンス業は、その規模ゆえに資金繰りに苦労するところが多いと聞く。なるほど、それで働き始めたわけか」

　運ばれてきた前菜は、鮪と帆立のタルタル仕立てにウニとキャビアを添えたもの、それにパテ・ド・カンパーニュで、有菜はカトラリーを使いながら言う。

「礼司さんは起業するなんて、すごいですね。しかもスタートアップの賞を総舐めにするなんて」

「スタッフに恵まれたからな。俺一人じゃ、ここまでやれてない」

　食事をしながら榊が会社を興すまでの話をしてくれ、有菜はそれを興味深く聞く。

　会計は当然のごとく彼が持ってくれ、恐縮して礼を言った。

「礼司さん、すみません。ご馳走さまでした」

　すると榊が、事も無げに答える。

「別にこの程度、何でもないけど。それより何か困ったことがあったら、俺に相談しろよ」

「えっ？」

「俺にとっての有菜は、妹みたいなものだから。放っておけない」

　妹──という言葉にジクリと胸が疼き、有菜は口をつぐむ。

　八歳の年の差があるのだから、彼の感覚は正常なのかもしれない。だが思いのほかショックを受け、それを極力顔に出さないようにしながら、有菜はぎこちなく笑みを浮かべて答えた。

「はい。──ありがとうございます」





　＊　＊　＊






　株式会社バーラエナは三年前に創業したＩＴ企業で、人事労務の煩雑さを効率化し、データを一元管理することで人材マネジメントに活用するシステムを売りにしている。

　導入することによって事務方の作業を格段に削減できる他、組織を改善するために必要な重要指標を簡単に可視化して分析することが可能なため、業績は右肩上がりで伸びていた。

　その会社のＣＥＯである榊礼司は、気鋭の起業家として注目されている。先日行われた取材の記事の草稿がメールで送られてきていて、榊はそれに目を通した。

　そうしながらも、取材の場に同席した幼馴染の瀬戸有菜の顔を思い浮かべ、ふと微笑む。

（まさかこんなところで再会するとはな。苦労知らずの令嬢だと思っていたのに、自分の意思で就職を決めたなんて驚きだ）

　八歳年下の彼女のことは、物心ついたときから知っていた。

　豪邸ばかりが立ち並ぶ松濤で家が隣同士で、有菜は幼い頃から可愛らしい子だった。道で会えば「礼司お兄ちゃん」と笑顔を向けてくる彼女は妹のような存在で、長じるにつれてその可憐さは顕著になっていた。

　いつしか〝お兄ちゃん〟と言わなくなり、呼び方は〝礼司さん〟に変わっていったが、榊の中での有菜の位置づけはずっと妹のままだ。

　瀬戸家が白金に新築した邸宅に引っ越していって縁が切れてしまったものの、まさか仕事の場で再会するとは思わなかった。

　何より驚いたのは、有菜の成長だ。記憶の中の彼女は制服姿の中学生だったが、今は当時の可憐さの片鱗を残しつつ、大人の女性になっている。

　少し緊張した面持ちで名刺を差し出されたときは咄嗟にポーカーフェイスを作ったものの、榊は感慨深い気持ちになっていた。

（そうだよな。もう二十二歳なんだから、働いていたっておかしくない。でも瀬戸家はそれなりの資産家のはずなのに、よく父親が許したものだ）

　いろいろと聞きたいことが湧き出てきて止まらず、榊はインタビューが終わったあとに有菜に声をかけた。

　その後一緒に食事をしてわかったことは、瀬戸総合設備の経営状態が悪化していること、それに危機感を抱いた彼女が一念発起して紫水社に入社したことだ。

　上流階級の令嬢は、学校を卒業したあとは花嫁修業を選択して就職しないものだが、有菜は自ら働こうと考えたらしい。あれから約二週間、榊は彼女とトークアプリで頻繁にやり取りする仲になっている。

　幼い頃から知っているせいか、榊は有菜を前にすると庇護欲をそそられてやまない。お嬢さま育ちの彼女が社会の荒波に揉まれて味わう苦労は容易に想像ができ、何とか力になりたい気持ちでいっぱいになっていた。

（誰かにこんな気持ちを抱くのは、久しぶりだ。ここ二年ほどは色恋が煩わしくて、わざとそういう雰囲気から遠ざかっていたし）

　実家が大病院を営んでおり、いわゆる〝御曹司〟である榊は、昔からよくもてる。

　二十七歳で起業し、少しずつ世間から評価されるようになったあとは、余計にだ。しかしこちらにアプローチしてくる女性の興味が、社会的地位や自分が持っている金であるのが事あるごとに透けて見え、そうした人間にうんざりしていた。

（でも──）

　そんな中、自分を成功した起業家としてではなく、あくまでも〝幼馴染のお兄ちゃん〟として見てくれる有菜と話すのは、ホッとできるひとときだった。

　だからだろうか。この二週間、榊はほぼ毎日彼女とトークアプリでやり取りし、三回ほど顔を合わせて一緒に食事をしている。

（……可愛いんだよな）

　有菜の容貌は整っていて、とても清楚だ。

　ぱっちりとした大きな目は長い睫毛で縁取られており、メイクは控えめではあるものの個々のパーツを上手く引き立てている。透き通るような白い肌と桜色の唇、肩口で緩やかにカールする栗色の髪など、ふんわりと優しい雰囲気が目を引いた。

　ピンと伸びた背すじや品のある物腰は、おそらく育ちのよさからきているのだろう。花が綻ぶような笑顔は昔から知っているままで、それが見たくてつい誘ってしまうのかもしれない。

（とはいえ、彼女の実家は心配だな。経営悪化の記事が出るなんて、たぶん父親の会社は相当まずいことになってる）

　小さく息をついた榊は、プロダクトマネージャー会議から上がってきた議事録に目を通す。

　彼らの役割は開発アイテムの起案やその優先順位付け、製品のビジョンとロードマップの策定、クライアントへのインタビューの実施やその中で提起された用件の取りまとめで、今後開発チームと連動して具体的な形にしていくための〝核〟となるものだ。

　パソコンのディスプレイを見つめて内容を熟読した榊は、気になるところにマーカーを入れていく。しばらく集中して仕事をし、ときどき電話で各部署の責任者と話したりするうち、午後五時になった。

　ふと卓上カレンダーが目に入り、明日がゴールデンウィークの初日であることに気づいた榊は、「有菜の都合はどうだろう」と考える。

（長くまともに休んでなかったけど、明日は俺も久しぶりに終日休みにして、車でどこかにドライブでも行こうかな。有菜を誘ってみよう）

　スマートフォンを手に取り、トークアプリを開いて、彼女に明日の予定を聞く。

　すると五分ほどして返信があり、「行きたいです」という文言のあとにわくわくした気持ちを示すスタンプがあった。それを見た榊は、つい微笑みながら考えた。

（どこに行くか、あらかじめ決めておかないと。楽しみだ）







　翌日は朝七時に起き、身支度をして、コーヒーを飲みながらニュースサイトのチェックをした。

　そして部下からきていた仕事のメールに返信し、九時に有菜に指定された最寄り駅に車で向かう。だが路肩にハザードランプを点灯させて待ったものの、五分過ぎても彼女は現れない。

（……寝坊でもしたのかな）

　試しに「駅のところで待ってる」とメッセージを送ってみたものの、既読にならない。

　いつまでも同じ場所に路駐しているわけにいかず、車で周囲を一周して戻るということを数回繰り返したが、やはり有菜は現れなかった。

（どういうことだろう。急に具合が悪くなったのか？　それとも、実はドライブが嫌だったとか）

　再会してからは仕事終わりに外で待ち合せて食事をしていたため、榊は彼女の自宅に行ったことがない。実家暮らしならたとえ具合が悪くなっても誰か人がいて大丈夫だと思うが、連絡がないのが気になって仕方がなかった。

　三十分待ったところで、榊は諦めて自宅に戻った。そしてデスクに向かい、紙の資料を読み込んだりと家でできる仕事をしながら、モヤモヤとした気持ちを押し殺す。

　榊から見た有菜は真面目な性格で、何の説明もなく約束をすっぽかすような人間ではない。

　再会して以降はいつもニコニコと楽しそうにしていて、それでいてこちらに過剰に何かを求めるような図々しさもなく、そんな彼女と過ごすのがとても楽しかった。

　もし有菜に何か困ったことがあるなら、力になってやりたい。それは最初から一貫して抱いていた気持ちで、今もまったく変わりはなかった。

（一度連絡さえくれれば、安心できるんだが。こんなに落ち着かない気持ちになるのは初めてだ）

　今さらながらに、有菜の住所をきちんと聞いておかなかったことが悔やまれる。

　そうして数時間が経った午後一時半、スマートフォンが鳴り始める。手に取って確認すると、ディスプレイに表示されているのは有菜の名前だった。榊は急いで指を滑らせ、電話に出た。

「もしもし、有菜？」

『礼司さん、すみません。約束していたのに連絡ができなくて』

　泣きそうな声はかすかに震えていて、待ち合わせ場所に行かなかったことを心から申し訳なく思っていることが伝わってくる。榊はわずかに安堵しながら答えた。

「無事だったならいいんだ。もしかして具合でも悪くなったのかと、心配していた。何かあったのか？」

『あの……』

　彼女は言いよどみ、小さな声でつぶやいた。

『直接会って、お話ししたいんです。今、六本木駅まで来ているんですけど』

「じゃあ、車で迎えに行くよ」

　南青山にあるマンションは六本木駅から歩いて九分ほどのところにあるが、車ならすぐだ。

　キーを手に取った榊は駐車場に向かい、自分の車に乗り込んでエンジンをかける。土曜日の駅周辺は混んでいて、行き交う人も車も多かった。徐行しながら有菜の姿を探すと、駅の出口のところで人待ち顔で佇んでいる彼女の姿がある。

　車を緩やかに減速させ、ハザードランプを点灯させて停車した榊は、助手席のパワーウィンドウを開けて有菜に声をかけた。

「有菜」

「礼司さん……」

　車に歩み寄ってきた彼女が、助手席に乗り込んでくる。そして開口一番に謝ってきた。

「すみません！　わたし、約束の場所に行けなかったのに連絡ひとつできなくて……スマートフォンに触れる状況になかったので、ずっとずっと気になっていたんです」

　深く頭を下げる有菜を横目に、榊は車を緩やかに発進させながら言う。

「とりあえず、俺の家でいいかな」

「は、はい」

　ものの一分ほどで自宅マンションに到着し、車を降りた榊はエレベーターの十八階のボタンを押す。

　玄関の鍵を開けて後ろにいる彼女に「どうぞ」と促すと、有菜は幾分気後れした様子で小さく答えた。

「……お邪魔します」

　築三年の物件は２ＬＤＫで、二十八畳の広さのリビングが売りだ。中に足を踏み入れた彼女が、感嘆のため息を漏らして言った。

「広いですね」

「買ったわけじゃなく、賃貸だけどな。うちの会社まで、車で五分っていう立地が気に入って決めた」

「そうですか」

　キッチンでコーヒーを淹れ、ソファに座る有菜の前に置く。カップの中身を一口啜った榊は、彼女に水を向けた。

「で、スマホも触れない状況なんて、一体何があったんだ？」

「それは……」

　有菜は両手をぎゅっと握り合わせ、うつむきがちに答える。

「今日の朝八時、いきなり母が部屋にやって来て、わたしを強引に自宅から連れ出したんです。どんな用件なのか聞いてもニコニコして答えず、車で向かった先は母が懇意にしている美容サロンでした。そこでヘアメイクを施され、今日のために用意したという豪奢な和服を着せられて、お見合い会場の料亭に連れていかれたんです」

「見合い……」

　──彼女いわく、それは父親が主導して決めた縁談らしい。

　見合い相手はかねてからつきあいのある大手ゼネコン兼かね藤ふじ建設の社長の三男・智とも和かずで、有菜が嫁入りするのと引き換えに会社に多大な資金提供をしてもらう約束だという。

「控室で、父は『こういうときのために、これまで金をかけてお前を育ててきた』『親や会社の役に立てるのだから、お前も幸せだろう』と言いました。もちろん、結婚後は今の仕事を辞めるのは当然で、ある程度好きにさせてやったのだから自分たちに尽くすのが当然だって言うんです。それを聞いたわたしは、頭が真っ白になりました」

　事前に見合いの日時を知らせずに連れていったのは、有菜が縁談を拒否するのを見越してのことだ。

　料亭で顔を合わせた智和は不健康に太った大柄な男で、聞けば大学受験を失敗してから長いこと引きこもり状態だったという。

「要は彼の日常の世話をする〝妻〟をあてがい、兼藤家のお屋敷から追い出したいというのがあちらの本音のようです。新居となるマンションは兼藤家が購入してくれ、毎月の生活費も充分な金額を出すと」

　だが智和はかなりの癇癪持ちで、少しでも気に入らないことがあれば壁を殴って穴を開けたりするらしい。

　冗談めかしたそれを聞いて青ざめる有菜を尻目に、兼藤夫妻はニコニコしながら「有菜さんのように可愛らしいお嫁さんがくれば、息子もきっと変わってくれるはず」「何の心配もありませんよ」と発言したといい、彼女はかすかに顔を歪めて言った。

「まさか突然結婚相手を決められるとは思わなくて、わたしはその場では何も言えませんでした。お見合いが終わったあと、父に『あの人と結婚するのは嫌だ』って訴えたんですけど……頬を叩かれたんです。『親の決めた結婚に逆らうな』『心配しなくても、生活費は毎月向こうが出してくれると言っている。うちの会社への資金援助もしてくれるのだから、これ以上の縁談はないだろう』って」

「……ひどいな」

　有菜の父親や見合い相手の両親の理不尽さを聞き、榊は眉をひそめる。

　両家の話し合いで決まった縁談には、当事者である彼女の意向はまったく反映されていない。むしろ資金援助と引き換えに人身御供にされる状況に、じわじわと怒りが湧いた。

　有菜が絞り出すような声で言った。

「わたし……結婚したくありません。せっかく就職した会社も辞めたくないですし、智和さんを夫として愛せる気もしないんです。でも、父が決めたことですから、従わざるを得ないんですよね」

　彼女の目に涙がこみ上げ、頬を伝って落ちていく。その様子を見つめながら、榊は口を開いた。

「君はもう成人しているんだから、自分の意思で好きな相手と結婚する権利を持っている。本来は親の承諾を得なくてもできるんだし、強く拒絶すればいいんじゃないか？　娘が本気で嫌がるのを、無理やり強制はしないだろう」

「世間ではそうかもしれませんが、わたしはそれに当て嵌まりません。昔から『大学を卒業したら、親の決めた相手と結婚するんだ』と言い聞かされてきましたし」

　有菜は諦めの表情が浮かべ、「だから」と言葉を続ける。

「礼司さんに会うのは、今日で最後にしたいと思っています。再会できてうれしかったですし、メッセージをやり取りしたり、一緒にご飯を食べたりするのも楽しかった。でも……兼藤家に不信感を抱かれるような行動は、慎むべきですから」

　それを聞いた榊は目を見開き、彼女を見る。

　有菜の言うことは、正論だ。これから息子と結婚する女性が他の男と親しくしているのを知れば、きっと兼藤家は気分を害するだろう。彼らだけではなく、おそらく有菜の父親も、そうした輩を排除するべく躍起になるに違いない。

（でも──）

　もう今日限り彼女に会えなくなると思うと、榊の心はシクリと疼く。

　何より有菜の意に染まぬ結婚を強いる彼らに対し、反発心がこみ上げていた。昔ならいざ知らず、現代社会でそこまで家長が独善的に振る舞うのは、かなりの時代錯誤だ。

　だが門外漢の自分が異論を唱えても、彼らはまったく意に介さずに二人の結婚を押し進めるだろう。そして有菜は籠の鳥になり、引きこもりで癇癪持ちの夫に怯えながら暮らす生活が始まる。

（そんなのは……駄目だ）

　花のように可憐で健やかな彼女には、ずっと笑っていてほしい。

　少なくともそんな生産性のない人間は有菜の夫としてふさわしくなく、彼女を幸せにできないのなら最初から結婚などするべきではないと考えていた。

　そう目まぐるしく考えた榊は、やがて顔を上げる。そして有菜を見つめて告げた。

「──どうしてもその男が嫌なら、俺と結婚するか？」

「えっ？」

「先に兼藤智和以外の人間と結婚してしまえば、君の両親は縁談を進めようがなくなる」







＊第二章








　広いリビングはテレビが点いておらず、しんと静まり返っている。

　大きな窓から西日が差し込み、スタイリッシュな家具をオレンジ色に照らしていた。そんな中、ソファに座る有菜は目の前の榊を呆然と見つめる。

（結婚って……わたしと礼司さんが？　えっ、何で？）

　こうして彼の自宅を訪れるまで、有菜の心はひどく落ち込んでいた。

　理由は、騙し討ちのようにさせられた見合いのせいだ。相手は大手ゼネコンである兼藤建設の社長の三男で、引きこもりで気性の荒い人物だった。そんな相手と結婚するのは断じて受け入れがたいものの、父の意思は固く、有菜はひどくショックを受けていた。

（お父さんやお母さんにとってのわたしは、自分たちの利となる政略結婚に使うための便利な手駒だったんだ。だから会社への多額の資金援助と引き換えに、人間性に問題ある人の元へ平気で嫁がせようとしている）

　実際に結婚する予定の智和は、かなりの巨漢で終始つまらなそうな顔をしていた。

　彼が定職に就いていないために兼藤家が毎月の生活費を援助してくれると言うが、有菜はそんな話を聞いてもまったくうれしくなかった。好きでもない相手、しかも尊敬するところが見つけられない人物の〝妻〟になるなど、拒否感しかない。

（でも……）

　縁談に異議を唱えた有菜の頬を、父は激昂して平手打ちした。

　彼にしてみれば、これまで金をかけて育てた娘が自分たちや会社のために尽くすのは当然のことらしい。つまり見合いが破談になる可能性はほぼなく、せっかく入った会社も辞めるように言われ、有菜は泣きたい気持ちでいっぱいだった。

（あんな人と結婚するなんて嫌。だって、わたしは……）

　母に連れられて美容サロンに向かうときも、見合いの最中も、有菜の心を占めていたのは榊の面影だった。

　彼との約束を破ってしまったことが心苦しく、一分でも早く連絡したくてたまらない。だが兼藤智和と結婚するなら、榊との関係をきっぱり断ち切るのが筋だ。

（だってコソコソ礼司さんと会っていたら、不貞を疑われかねない。もしそんなことになれば、あの人に迷惑をかけてしまう）

　再会した当初から榊は一貫して優しく、いつも有菜を気遣ってくれた。

　毎日他愛のない内容でメッセージのやり取りをし、ときどき会って食事をするのは楽しく、有菜の中には少しずつ積もっていく想いがあった。

　たとえ彼に〝妹〟としか思われていなくても、せっかく出会えた縁を大切にしたい──そう思っていたが、諦めざるを得ない展開になり、胸が苦しくなる。

　それでも何とか自分の置かれている状況を説明し、「今後はもう会えない」と告げたが、榊の反応は心底意外なものだった。有菜は目の前の彼をまじまじと見つめ、問いかけた。

「あの……結婚って、冗談ですよね？　この流れでそういうことを言われても、正直笑えないんですけど」

「至って本気だ。現状、両家で話がまとまってしまっているから、有菜の父親は娘の意思とは関係なく縁談を推し進める気なんだろう。でも先に俺と入籍してしまえば、向こうはどうしようもなくなる。成人した者同士の同意で結婚した二人を、第三者が無理やり別れさせることはできないから」

「で、でも、わたしたちはそういう関係じゃないのに……」

「そうだな。だが俺は、困っている有菜を放っておけない」

　有菜の心臓がドクドクと音を立て、手のひらにじんわりと汗がにじむ。

　榊と結婚するなど、青天の霹靂だった。幼い頃から知っている幼馴染で、恋愛関係ではないにもかかわらず、彼はそうしたプロセスをすっ飛ばして入籍しようと言っている。

　だがその発言内容には、一理あった。父が縁談を取りやめる可能性はほぼなく、会社への資金援助と引き換えに有菜を兼藤家に嫁がせる計画は、今後微塵も揺るがないだろう。それを阻止するには、先に別の誰かと結婚して兼藤智和との入籍を不可能にしてしまうことが一番手っ取り早く思える。

（そんなことをしていいのかな。礼司さんは、そんな形でわたしと結婚するのに本当に納得してるの……？）

　そんな躊躇いがこみ上げ、有菜は榊に向かって小さく問いかけた。

「あの……わたしと結婚したら、礼司さんの戸籍が汚れてしまいます。それでもいいんですか？」

「汚れるなんて思ってない。俺が自分で考えて、そう決めたんだから」

「でも……」

「言っただろ、『困ったことがあったら力になる』って。今がそのときだと思わないか」

　それを聞いた有菜の胸に、申し訳なさと同じくらいじんわりとした歓喜が広がる。

　兼藤を前にしたとき、「こんな人は嫌だ」と思うのと同時に、榊の面影が脳裏にちらついてたまらなかった。もしこの相手が彼だったら、どんなにいいだろう──そんな願望が確かにあったものの、自分の身勝手な考えだとわかっていた。

（でも……）

　幼い頃から憧れ続けていた榊が、自分の〝夫〟になってくれる。

　降って湧いた幸せに信じられない気持ちでいっぱいになりながら、有菜は彼を見つめて確認した。

「ほ、本当にいいんですか？」

「ああ」

「わたしが勝手に他の人と結婚したのを知れば、父はきっと激怒すると思います。礼司さんだけではなく、もしかしたらそちらのご両親にも迷惑をかけてしまうかもしれません」

「そうなったら仕方ないが、うちもそれなりの家だから簡単に押し負けたりはしないよ。それに俺の両親は、三十歳になった次男が結婚するのに反対するような人たちではない。病院の経営に関わっているわけでもないし、むしろ昔から知ってる有菜が相手だと聞いて喜ぶんじゃないかな」

　榊がチラリと笑い、改めて有菜を見つめて言う。

「で、どうする、俺と結婚するか？　急な話で、指輪も何もないけど」

　端整な顔立ちにドキドキしながら、有菜は深呼吸する。

　朝から突然見合いの場に連れていかれたことに驚いたが、それ以上に彼と結婚する流れに気持ちがついていけていなかった。だがこの機会を逃せば、榊はあっさり前言を撤回してしまうかもしれない。

　それだけはどうしても避けたい有菜は、清水の舞台から飛び降りる気持ちで答えを口にした。

「はい。──わたしでよければ、どうぞよろしくお願いします」







　その後、榊がインターネットで婚姻届をダウンロードし、二人でそれに記入した。

　提出するには証人欄の署名が必要だが、彼は事も無げに言う。

「今日は祝日だけど、うちの会社には誰かしら出勤してると思うから、行こう」

　車を走らせて六本木に向かい、契約駐車場に停めたあと、榊は「ちょっと待ってて」と言って会社に行ってしまう。

　十分ほどで戻ってきた彼は、首尾よく証人欄にサインをもらっていた。その足で区役所に行くと、窓口の職員が書面を確認して言う。

「お二人とも本籍地は港区なので、戸籍謄本は必要ありません。お疲れさまでした」

　あまりにもあっさりと受理されてしまい、有菜はドキドキしながら言う。

「も、もう終わりなんですね。もっと時間がかかるのかと思ってました」

「ああ。これで俺たちは、今日から夫婦だ」

　〝夫婦〟という言葉が思いのほか強いインパクトで心に響き、有菜はじんわりと頬を赤らめる。

　見合いのショックから急転直下、榊と入籍したことがまだ信じられない。ふわふわと夢見心地でいると、彼が「さて」とつぶやいた。

「早速有菜の実家に行って、俺たちの結婚を報告しよう。そのためにわざわざスーツを着てきたんだし」

「は、はい」

　いつものカジュアルな恰好ではなく、ピシッとスーツを着こなした榊は、見惚れるほど端正だ。

　白金台にある自宅に着くまで、有菜は不安でいっぱいだった。勝手に見合い相手である兼藤以外の男性と入籍した自分を、きっと父は許さないに違いない。

　自宅の玄関に入ると家政婦が出てきて、有菜は彼女に向かって問いかける。

「お父さんとお母さんは、在宅していますか？」

「はい、リビングのほうにいらっしゃいます」

　靴を脱ぎ、榊を伴ってリビングに入ると、ちょうどお茶を飲んでいた両親がこちらを向いて戸惑いの表情を浮かべた。

「有菜、そちらの方は……」

「ご無沙汰しております。松濤で隣の家に住んでいた、榊と申します」

　それを聞いた母の奈緒美が眉を上げ、榊をしげしげと見つめて言う。

「もしかして、次男の礼司さんかしら。ご立派になられたわねえ」

　父の勝之も思い出したらしく、困惑の表情でつぶやいた。

「その礼司くんが、一体なぜここに」

「お父さん、お母さん、わたしは今日礼司さんと入籍し、夫婦になりました。その報告をしに、二人でここに来たんです」

　すると彼は仰天し、みるみる顔色を変えた。

「お前は何を言ってるんだ。入籍だと？　兼藤さんとの縁談が進んでいるのに」

「それは……」

　口を開きかけた有菜を制し、榊が口を開く。

「まずは僕の名刺を。三年前に株式会社バーラエナというＩＴ企業を興し、現在その代表取締役をしております」

　両親がいるテーブルに歩み寄った彼が、二人に名刺を手渡す。

　そして名刺入れを胸ポケットにしまい、落ち着いた口調で言葉を続けた。

「有菜さんとは数年ぶりに再会し、かねてから交際させていただいておりましたが、ご挨拶が遅れて申し訳ありません。今日彼女は、騙し討ちのような形で見合いの席に連れていかれたと聞いています。有菜さんは縁談を断りたい意思を示したのにもかかわらず、ご両親が聞き入れてくれなかったとのことですが、それは事実ですか？」

「親が娘の結婚相手を決めて、何が悪い。しかも相手は大手ゼネコンの兼藤建設の社長令息だ、これ以上はない良縁だろう」

　唸るような勝之の答えに、榊が淡々と告げる。

「ですが三男の智和さんは、引きこもりで気難しい方であるとか。そんな人物と有菜さんを娶せて、不安はないのですか」

「君には関係のない話だろう」

「有菜さんをそのような人物と結婚させることは、断じて納得できません。ご両親は会社への資金援助と引き換えに、人格的に問題のある者と彼女の縁談を強制しようとした。これは重大な人権侵害です」

　それを聞いた勝之がカッと頭に血を上らせ、ソファから立ち上がって榊を睨む。

「何が人権侵害だ。君こそ親の承諾も得ず、勝手に有菜と入籍したくせに偉そうなことを言うんじゃない。とんでもない詐欺行為だ、訴えてやる」

「二十二歳はもう成人で、親の承諾を得ずに結婚できる年齢です。互いの合意のもとに結婚したのですから、たとえご両親でも僕たちを離婚させることはできません。裁判でも何でも、お好きにすればいい」

　二人が厳しい表情で対峙し、それを横で見ている有菜はハラハラする。

　揉めるのは最初からわかっていたものの、実際にそれを目の当たりにすると、一触即発の空気に気が気でなかった。やがて小さく息をついた榊は、自分よりだいぶ目線が低い勝之を見下ろして話を切り上げる。

「どうやらご納得いただけないようですし、これ以上話しても時間の無駄ですので、失礼します。──有菜、行こう」

「は、はい！」

　有菜がドキリとしながら返事をし、踵を返した彼と一緒にリビングを出ようとすると、ふいに背後から腕をつかまれる。

「待て、私は許さんぞ。お前と兼藤家との縁談には、我が社への資金援助がかかっている。私に恥をかかせ、社員たちの生活にも影響を与えるつもりか」

　父がギラギラした眼差しでそう言ってきて、有菜は呑まれたように言葉を失う。

　しかし次の瞬間、榊が二人の間に身体を割り込ませて言った。

「乱暴はやめてください。会社の経営難の責任を、有菜さんに押しつけるのは間違っています。兼藤建設との話がどうなるかは完全にそちら側の事情で、彼女には一切関係がありませんから、どうかご了承ください。それと今後の連絡はすべて弁護士を通していただきますので、追って連絡させます」

「……っ」

　自分より上背のある榊に視線で威圧され、勝之が有菜から手を離す。

　榊に肩を引き寄せられ、有菜はリビングを出た。そして玄関で靴を履きかけたところで、ふと疑問がこみ上げて言う。

「礼司さん、わたしはこれからどうしたら……」

「俺のマンションで一緒に住めばいい」

「じ、じゃあ、荷物を持っていかないと」

　急いで二階に上がった有菜は旅行用のスーツケースを取り出し、通勤服やこまごましたものを手当たり次第に詰め込む。

　そして屋敷を出たが、両親は追ってこなかった。榊の車に荷物を積み、助手席に乗り込んだ有菜は、ホッと息をつく。そして屋敷を見やりながらつぶやいた。

「てっきりもっと邪魔されるかと思いましたけど、追いかけてきませんでしたね」

「たぶん、弁護士の名前を出したのが効いたんだろう。君の父親は強気だったが、本当は娘に結婚を強要できないのをわかっていたんじゃないか」

　彼が緩やかに車を発進させ、有菜はハンドルを持つ榊の手を見つめる。

　先ほど彼が父に対して毅然と言い返してくれて、うれしかった。有菜が自分の口で入籍の事実を報告したのだから、「榊に誘拐された」とも騒げないはずだ。そう考えるのと同時に、有菜の中には彼と結婚したという実感がじわじわとこみ上げてくる。

（わたし……礼司さんの〝妻〟になったんだ。それでこれから彼のマンションで、一緒に住む）

　幼い頃からずっと憧れ、再会して以降会うたびに胸をときめかせていた榊が、夫になる。

　朝晩顔を合わせてひとつ屋根の下で寝食を共にすると考えると、期待と不安がない交ぜになった気持ちが胸に渦巻いた。

「とりあえず一度マンションに戻って、君の荷物を収納しよう。それから生活していくのに必要なものの買い出しに出ないか？」

「は、はい」

「そんなに緊張した顔をするな。俺たちはもう〝夫婦〟なんだろ」

　チラリと笑ってそう言われ、有菜の頬がじんわりと赤らんでいく。

　時刻は午後五時を過ぎていた。車の中に差し込む西日を眩しく感じながら、有菜はこれから始まる彼との生活にじっと思いを馳せた。
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　株式会社バーラエナのメイン事業はクラウド人事労務ソフトの開発で、複数のサービスと連携し、それぞれの企業に合わせた使い方が可能だ。

　昨今のＨＲテクノロジー、すなわち人事・労務業務分野で用いられるシステムやアプリケーション市場では、業務の効率化や生産性向上だけに留まらず、それらを利用した人材マネジメントの実現へと大きく舵を切っている。

　バーラエナでは組織サーベイや分析レポート機能を新たに追加するのを検討中で、日々活発に意見が交わされていた。月曜日の午前、ＣＥＯ室でパソコンに向かっていた榊は、ディスプレイから目を離さないままノックの音に応える。

「はい」

「榊、今大丈夫か」

　入ってきたのはＣＦＯ、つまり会社の財務最高責任者の日ひ岡おか拓たく也やだ。

　会社の財務戦略を立案し、執行するポジションで、ＣＥＯである榊の右腕的存在であるといえる。彼は応接セットの椅子に腰を下ろし、気安い口調で言った。

「第三者割当増資の件だけど、蕪かぶら木ぎ商事からいい感触の返事がきた。これで資金調達の累計が目標額まで達しそうだ」

「そうか」

　第三者割当増資は会社が資金を調達する方法のひとつで、株主であることに限定せず、特定の第三者に新株を引き受ける権利を与えて行う増資のことをいう。

　会社の株主資本を充実させて財務内容を健全化させる有効な手立てとなっており、榊は微笑んで言った。

「だったら新規事業を、どんどん加速させていかないとな。採用の強化やマーケティング活動への継続した投資も必要だし、まずは取締役会を招集しないと」

「俺が仕切ろうか」

「ああ、頼む」

　話が一段落したところで、日岡が「ところで」と言い、にんまり笑う。

「聞いたぞ、お前が突然結婚したって。連休の初日にいきなり会社にやって来て、その辺にいた社員を捕まえて『悪いけど、この証人欄にサインしてくれないか』って言って婚姻届を差し出したんだろ。一体どういう風の吹き回しだ」

「どういうって？」

「女の影なんか、微塵もなかったくせに。いつの間にそんな相手を作ってたんだよ」

　榊が幼馴染の瀬戸有菜と入籍したのは、一週間前の話だ。

　四月のゴールデンウィーク初日、会う約束をすっぽかした有菜から「親に騙し討ちのように見合いをさせられた」「その相手と結婚するから、今日限り礼司さんとは会うことはできません」と言われたとき、榊の中に湧いたのは彼女の見合い相手への対抗意識だった。

　再会した当初から有菜には好感を抱いており、一緒に過ごす時間はとても楽しかった。見た目はだいぶ成長したのに純粋無垢な性格はまったく変わっておらず、強い庇護欲を抱いていたところに、突然の「もう会えない」という言葉だ。

　自分たちの利益のために娘を差し出すような両親なのだから、このまま結婚は強行されるのだろう。そう思った瞬間、榊の脳裏に「自分が彼女と結婚すればいい」という考えが浮かんだ。

（まさかあんなに衝動的に、結婚を決めてしまうなんてな。一生独り身でいるものだとばかり思ってたのに）

　見合い相手との結婚を回避したがっていた有菜はその提案に乗り、榊と入籍した。

　案の定、それを知った彼女の父親は激怒し、兼藤建設からの資金援助がなくなることばかりを心配していて、榊は彼を心から軽蔑した。あのときのやり取りを思い出し、じわりと苛立ちをおぼえる。

（金のためなら、引きこもりで粗暴な人間に自分の娘を嫁がせても平気なのか。どこまで性根が腐ってるんだ）

　多額の資金援助をちらつかせ、そんな不良債権の息子と有菜を結婚させようとしている兼藤建設も、相当な胸糞だ。

　とりあえず入籍の事実を伝えるという目標を達成した榊は、そのまま有菜を自宅マンションに連れて帰った。ちょうどゴールデンウィークの初日で世間では六連休だったため、在宅ワークに切り替えて彼女と一緒に過ごしたが、同居生活はまだ手探りだ。

　自宅は２ＬＤＫの間取りで、七畳間は書斎、八畳半の部屋は寝室というふうに使い分けていたが、そうすると有菜の部屋がない。榊が「もっと部屋数がある物件に引っ越そうか」と提案したところ、彼女が慌てて首を振って言った。

『そんな、わたしのためにわざわざ引っ越す必要はありません。せっかく礼司さんの職場に近いのに』

『でも自分の部屋がないのは、だいぶ不便だろ』

『普段はリビングにいますし、服や私物を収納するところがあれば、何も問題ありません』

　そんな有菜に、榊はさらりと問いかけた。

『寝室もひとつしかないから、このままだと一緒に寝ることになるけど。それでもいいのか？』

　すると彼女はじわりと顔を赤らめたものの、小さな声で答えた。

『か、構いません。だってわたしたちは……もう夫婦なんですから』

　確かにベッドはクイーンサイズのため、二人で寝ても充分な広さがある。

　かくしてその日の夜から同じベッドで寝ることになったが、榊は「おやすみ」と言ったあとに有菜に背を向け、手を出さなかった。あれからちょうど一週間が経つが、自分たちの関係は至って清いままだ。その理由を、榊は考える。

（勢いで結婚したとはいえ、俺たちは恋人同士じゃない。それなのに当然のように手を出すのは、何だか違う気がする）

　とどのつまり、自分は有菜との距離を測りかねているのだと榊は思う。

　昔から知っている妹のような存在で、七年ぶりに再会してその成長に驚いた。それから半月ほど親しく交流したが、色めいた雰囲気になったことは一度もない。

（……箱入り娘で、男とつきあったことがなさそうだしな。そんな彼女に手を出すのには、罪悪感がある）

　では彼女に対してその気になれないかといえば、そんなことはない。

　清楚に整った容姿や世間ずれしていない品のよさ、屈託ない笑顔は魅力的で、とても可愛らしい。だがこれまで兄のように思っていた自分が欲望をあらわにすれば、きっと有菜は怯えるに違いない。そんな思いが、榊の行動にブレーキをかけていた。

「……き、榊？」

　ふいに日岡から呼ばれているのに気づき、榊は「ん？」と顔を上げる。

　すると彼が呆れたように言った。

「何だよ、ぼーっとして。ひょっとして色惚けか？　新婚だからってヤりまくってるんじゃないだろうな」

「いや、……」

「奥さん、どういう人なんだ」

「幼馴染。昔、実家の隣に住んでた」

　矢継ぎ早の質問に答え、挙式の予定を聞かれた榊は、頭の隅でふと「そうか、挙式か」と考える。

（普通は入籍したら、式を挙げるものなんだよな。すっかり失念していた）

　有菜はやはり、ドレスを着て式を挙げたいのだろうか。

　だが向こうの両親と拗れている以上、すぐには無理なような気がする。花嫁の両親が参加しない式は、きっと参列者にいろいろ噂されてしまうからだ。

　そう思いつつ、榊は日岡に答えた。

「今のところ、する予定はない。彼女の希望を聞いてからかな」

「ちゃんと希望どおりにしてやれよ？　人生の節目にケチがついたら、一生グチグチ言われるからな」

　人生の節目──という言葉に、ＣＥＯ室で一人になった榊は改めて「勢いで結婚してしまって、よかったのだろうか」と考える。

　有菜はまだ若く、これから本当に好きな相手と出会う可能性があり、いつか自分と結婚したことを後悔するかもしれない。そう思った瞬間、胸がシクリと疼き、榊はかすかに顔を歪めた。

（俺は……）

　外はうららかに晴れ、春らしい陽気だった。ワークチェアにもたれた榊は仕事の手を止め、しばらくそのまま物思いに沈み続けた。







＊第三章








　五月中旬を過ぎると気温がぐんと上がり、汗ばむ陽気になる日も出てきた。

　紫水社に入社して一ヵ月半になる有菜は、その日先輩社員の高山から頼まれたインタビューのテープ起こしをしていた。

　テープ起こしはまず聞いたままを文字に起こす〝素起こし〟を行い、そのあと言いよどみや相槌、言い間違えなどを取り除く〝ケバ取り〟、語尾や言い回しの修正や助詞の補充、話し言葉から書き言葉へと変更する〝整文〟というプロセスを踏まなければならず、それなりに手間のかかる作業だ。

　集中して仕事をこなしていた有菜は、昼休みになってホッと息をついた。ビルの一階にあるコンビニでサンドイッチとサラダ、ヨーグルトを購入し、自分の席に戻る。

　パッケージを開けて食べ始めたところで、ふいに左手の薬指にある銀の指輪が目に入った。有菜がＩＴ企業を経営する榊と入籍して、もう半月が経つ。書類の変更などが必要なために会社に結婚したことを報告すると大いに驚かれたが、一番仰天していたのは高山だ。

『榊さんって、まさかこのあいだ取材した、株式会社バーラエナの？　えっ、早すぎない？』

　有菜が彼とは元々幼馴染であること、数年ぶりに再会して結婚することになったと告げると、彼女は何ともいえない表情で言った。

『それにしたって早すぎるよー。でも美男美女で、お似合いだね』

　両親は強く反対したものの、既に入籍した事実を覆すことができず、有菜はその日から榊のマンションで一緒に暮らし始めた。

　彼はとても穏やかで、有菜の荷物を入れるために自分のクローゼットを半分明け渡してくれ、生活はとても快適だ。

　基本的に洗濯や簡単な掃除は自分でこなしていて、週に一回来る家政婦がこまごましたところをやってくれたり、足りなくなった日用品を買っておいてくれたり、料理を何品か作り置いたりしてくれているという。

　有菜は〝妻〟として家事を要求されることはなく、榊と協力して日常の雑務をこなしていた。しかも彼は入籍して一週間後、クレジットカードを手渡して言った。

『有菜が生活で使うものは、全部このカードで買ってくれ。家族カードにしたから、服でも何でも好きなだけ使ってくれて構わない』

『そ、そんな、必要ありません。わたしも働いていますし、自分のものは自分で支払いますから』

『〝夫婦〟なんだから、遠慮せずに使ってくれ。そのくらいの甲斐性はある』

　確かに気鋭の起業家と持て囃され、都心の真新しいタワーマンションに住むくらいの収入があるのだから、並みの男性以上の経済力はあるだろう。

（礼司さんがわたしの夫だなんて、まだ信じられない。頼りがいがあって、すごく優しいし）

　自分たちの結婚生活は、傍から見ればきっと至って幸せだ。

　経済力と整った容姿、穏やかな性格の榊は非の打ちどころのない伴侶で、そんな人間と結婚してもらえた自分は人も羨む立場であるに違いない。

　だがこの半月あまり、有菜の心にはずっと重苦しい感情が渦巻いていた。

（礼司さん、わたしに全然手を出してこない。てっきりそういう展開になると思って覚悟していたのに）

　彼と結婚したとき、有菜は名実共に〝妻〟となる覚悟を決めた。

　つまりそれは、身体の関係だ。夫婦ならば当然性行為があるべきで、未経験の有菜にとってはひどくハードルが高いものだったが、榊が相手ならば受け入れられる。

　幼い頃から端整な顔立ちやスラリとした体型、低く優しい声にときめきをおぼえ、再会してからは年齢により加味された大人の魅力にドキドキしていた。

　そんな彼がすることなら、きっと怖くない──そう考えていたのに、入籍当日の榊はベッドに入るなり「じゃあ、おやすみ」と言ってあっさりこちらに背を向けてしまった。

　もしかしたら、突然結婚することになったこちらの気持ちを慮ってくれているのだろうか。そんなふうに解釈し、翌日の夜も緊張しながらベッドに入った有菜だったが、それから何日経っても彼が触れてくることはなかった。

（わたしに女性としての魅力がないから、そういうふうにならないのかな。礼司さんくらい恰好よかったら、きっと引く手あまただろうし）

　近頃の榊は書斎で遅くまで仕事をしていて、有菜はクイーンサイズのベッドで一人眠りにつく。

　朝になれば隣の部分にシーツの乱れがあるため、おそらく有菜が眠ったあとにベッドに入り、目覚める前に起きているのだろう。

　そうした日々を繰り返すうち、有菜の心には次第に鬱々とした気持ちがこみ上げていた。

（礼司さんがわたしと籍を入れたのは、無理やり結婚させられる状況に同情してくれただけで、それ以上の感情はなかったのかもしれない。だから同じベッドで寝ても、わたしには手を出してこない……）

　惨めさがこみ上げ、有菜は口の中のサンドイッチを無理やり嚥下する。

　元々榊には好感を抱いていたが、父の勝之に毅然と言い返してくれているところを見てもっと好きになった。一緒に暮らし始めてからは、仕事の大変さを微塵も感じさせない余裕やときおり浮かべる微笑みに魅了されてやまない。

　有菜はデスクに視線を落とし、じっと考えた。

（せっかく縁あって結婚したんだから、わたしはあの人の本当の〝妻〟になりたい。どうしたら今以上に関係を進められるんだろう）

　普段の態度から察するに、自分は彼に嫌われてはいないのはわかる。

　恋愛から始まって結婚したわけではないため、榊的にはおいそれと手を出しにくいのかもしれない。ならば自分からそういうシチュエーションに持っていき、ムードを高める。そして名実共に〝夫婦〟になりたい──有菜はそう心に決めた。

（どういう流れにするのがいいのかな。礼司さんは家でも仕事をしてることが多いから、何だか邪魔しづらい）

　いろいろ考えた結果、有菜は「榊を食事に誘い、少し酒を飲んで互いにリラックスしたところで自分の気持ちを伝えよう」という結論に達した。

　善は急げとばかりにスマートフォンを取り出し、トークアプリを開く。そして「今日の夜、外で食事をしませんか」と送る。すると程なくして返信があり、「いいよ　どこにする？」と書かれていた。

　あれこれ吟味した結果、フレンチレストランに行こうと提案し、ネットで店を予約する。そしてスマートフォンを閉じ、小さく息をついた。

（よし、これでＯＫ。……頑張ろう）

　かくして午後五時に仕事を終えた有菜は、更衣室でメイクを直したあと、タクシーで六本木に向かった。

　待ち合わせ場所のビルの前には既にスーツ姿の榊がいて、思わず見惚れてしまう。普段の彼はオフィスカジュアルで、ジャケットこそ着用しているもののどこかラフな雰囲気があった。

　だがスーツを着ると均整の取れた体型やノーブルな雰囲気が引き立ち、道行く人々の視線を集めているのがわかる。有菜が歩み寄ると、こちらに気づいた榊が微笑んだ。

「お疲れさん」

「お疲れさまです。すみません、急に誘ったりして。お仕事のほうは大丈夫ですか？」

「うちは自由な働き方を推奨してるから、時間はどうとでもなるんだ」

　彼の左手の薬指には有菜とおそろいの結婚指輪があり、それを見るたびに胸が高鳴る。

　結婚して一週間くらい経った頃、榊が改まった口調で「有菜は挙式をしたいと思うか」と問いかけてきたことがあった。彼は普通の結婚ならば式を挙げるものだということをすっかり失念していたといい、自身の配慮不足を謝ってきた。

『有菜がしたいなら、どんな式でも挙げさせてあげるつもりだ。遠慮なく言ってくれ』

　確かに昔から「結婚するなら、式を挙げるのが当然だ」という漠然としたイメージを持っていたものの、実際はあまりにも急でイレギュラーな形での入籍となった。

　両親は自分たちの思惑から外れた行動をした有菜に激怒しており、式に参列してくれそうにない。花嫁の両親が参加しない式は、きっと周囲からヒソヒソ言われるだろう。

　そう考えた有菜は、榊に「礼司さんの気持ちはうれしいですが、式は挙げなくていいと思っています」と答えた。

（結局その話は、それでおしまいになったけど。ちゃんと世間一般のプロセスを踏んでいないから、わたしたちは夫婦っぽくないのかな）

　そんなことを考えながら予約したフレンチレストランに向かい、席に通される。

　コースは春らしいメニューで、フレッシュサーモンとホタテに菜の花などの春野菜を添えた色鮮やかな前菜や、リブポークのグリエにバルサミコとレモン風味の二種類のソースを添えたものなどに舌鼓を打った。

　このあとのことを考えると緊張し、有菜はいつもより早いピッチでワインのグラスを空けてしまう。それを見た彼が、気がかりそうに言った。

「そんなに飲んで大丈夫か？　少し顔が赤いけど」

「だ、大丈夫です。それよりわたし、礼司さんに聞きたいことがあって」

「何？」

「礼司さんのお父さまは榊病院の院長で、お兄さまの祥よし広ひろさんはその下で働かれているんですよね。礼司さんはどうしてお医者さまにならなかったんですか？」

　すると榊はチラリと笑い、カトラリーを使いながら答える。

「俺は学生時代から医学ではなく、ＩＴ分野に興味があったんだ。それで大学に進学するときに父さんに医学部には入りたくないことを伝えて、認めてもらった。卒業後はしばらく企業で働いたあと、『どうせなら起業して、自分のやりたいことをやろう』って考えて、会社を興した」

　彼は目を伏せ、「それに」と言葉を続けた。

「俺自身、ちょっと実家と距離を置きたい事情があって。そういう意味でも、起業するのはちょうどよかった」

　実家と距離を置きたいとは、一体どういうことだろう。

　有菜は少し引っかかりをおぼえたものの、それ以上は突っ込めずに口をつぐんだ。医者という道筋が用意されていたにもかかわらず、そのレールにはあえて乗らずに起業し、世間から注目される企業へと成長させているのだから、やはり榊はすごい。

（礼司さんは立派な人なのに、お父さんとお母さんはわたしの結婚を許してくれない。……きっと自分たちの利益にならないから）

　彼らの目的は会社に資金援助をしてもらうことで、娘の有菜をその道具として使おうとしている。榊が「ところで」と言ってこちらを見た。

「そっちの両親から、相変わらず連絡はきてるのか？　このあいだ『メールや着信がすごい』って言ってたけど」

　彼の呼びかけに我に返った有菜は、頷いて答える。

「はい。父はわたしたちの結婚を許していないようで、『勝手に入籍するなど、絶対に許さない』『離婚して早く実家に戻ってくるように』というメッセージを繰り返し送ってきています。着信もしつこいので、スマホは音消しにしていて」

「ああ、そのほうがいい。俺のほうに連絡がこないってことは、きっと弁護士に接触を止められているんだろう。君は娘だが俺は他人で、一歩間違うと訴えられるから」

　もしかすると今後榊に両親が迷惑をかけるかもしれないと考え、有菜が謝ると、彼は「気にするな」と言って笑った。

「道義的におかしなことを主張しているのは向こうなんだし、有菜は堂々としていればいい。もし何かトラブルがあったら、俺が全部対処するから言ってくれ」

　夫として守る姿勢を見せてくれる榊を前に、有菜の胸がきゅうっとする。

　やはり自分は、彼のことが好きだ。だからこそ見せかけではなく、本当の意味で夫婦になりたい。

　デセールが出てくる頃には、有菜はだいぶ酩酊していた。会計時に支払おうとすると、榊がこちらの手から伝票を取り上げて言う。

「俺が払うよ」

「今日はこちらが誘ったんですから、わたしが支払います。最初からそのつもりでしたし」

「こういう場では、男に甘えるものだ。しかも君は、俺の〝奥さん〟だろ」

　微笑んで言われ、まんまと伝票を奪われてしまった有菜は、じんわりと熱くなった頬を持て余す。

（ずるい。こんなときばかり〝奥さん〟って言うなんて）

　ビルの外に出たときは、午後七時半を回っていた。タクシーに乗り込んで走ること約五分、自宅マンションに到着し、リビングに入った彼はジャケットを脱ぎながら言う。

「俺はこのあと少し仕事をしようかな。風呂は有菜が先に入っていいから」

　その背中に腕を伸ばし、有菜は榊に抱きつく。

　後ろからしがみつかれた形の彼は、虚を衝かれた様子で問いかけてきた。

「どうした？」

「今日食事に誘ったのは、礼司さんの真意を聞きたかったからです。……わたしのことをどう思っているのか」

　ワイシャツ越しに触れる榊の上半身は硬く引き締まっていて、大人の男性らしい厚みがある。それにドキドキしながら、有菜は言葉を続けた。

「結婚して半月以上が経ちますけど、礼司さんはわたしに触れようとしません。それはどうしてですか？」

「それは……」

　一瞬言いよどんだ彼は、すぐに落ち着いた口調で答えた。

「俺は君が意に染まぬ相手と無理やり結婚させられそうになっているのを知って、先手を打つ形で籍を入れた。それは幼馴染の有菜を、純粋に助けたいと思ったからだ。かといって妻としての役目を強制する気はないし、いずれ君に本当に好きな相手ができたら離婚してもいいと考えている。手を出さないのは、だからだよ」

　離婚──という言葉を聞いた有菜は、心が冷えていくのを感じる。

　まさか榊がそんなことを考えているとは思わず、ショックを受けていた。自分は相応の覚悟を持って籍を入れたのに、彼にとってこの結婚は人助けに過ぎなかった。そう思うと胸が苦しくなり、有菜は榊を見上げて言った。

「わたしが好きなのは、礼司さんです。子どもの頃からずっと好きで、でも八歳も年下のわたしは恋愛の対象外なんだろうと考えて諦めていました。でも七年ぶりに再会して、連絡を取り合うようになって、少しずつ距離が縮まっていく気がしてうれしかったんです」

　自分の中の気持ちが恋愛感情だと気づいていた有菜は、突然親に結婚相手を決められてひどく動揺した。

　もう榊と個人的に会うことはできない──断腸の思いでそう決断したのも束の間、彼に「俺と結婚するか？」と聞かれたときは、驚いたが天にも昇る気持ちだった。

　有菜はかすかに顔を歪めて言った。

「わたしは礼司さんと籍を入れたとき、一生を共にする覚悟を決めたんです。夫婦として愛し愛される関係になりたいと願っていたのに……礼司さんは、いずれわたしと別れるつもりでいたんですね」

　話しているうちに気持ちが高ぶり、目にじわりと涙がにじむ。

　すると彼がぎょっとした顔になり、こちらに向き直って言った。

「ちょっと待て。君が俺を好き？」

「はい」

「俺のことは、兄のように思ってるんじゃなかったのか？　だから怖がられないように、ずっと気持ちを抑えていたのに」

　確認するような問いかけに、有菜は頷いて答える。

「礼司さんのことを、一人の男性として好きです。だから今日はお酒の力を借りて、あなたを襲おうと決めたんです」

「えっ」

　つま先に力を入れて背伸びをした有菜は、榊の唇にキスをする。

　見た目より柔らかな感触に驚きつつわずかに離れ、もう一度口づけた。次の瞬間、彼がこちらの肩をつかんで見下ろしてくる。

「本気か？　君はこういうことは初めてなんじゃ」

「は、初めてですけど、礼司さんに触れたいんです。いけませんか？」

　まるで咎められたような気になり、有菜はむきになって言い募る。

　すると榊がこちらの真意を探るように見つめ、ささやいた。

「これ以上したら、途中でやめたいと言っても無理になるが。それでもいいのか」

「……っ、構いません」

　それを聞いた途端、彼を取り巻く空気がわずかに変わり、有菜はドキリとする。

　榊の腕が腰に回り、グイッと強く身体を引き寄せられて息をのんだのも束の間、覆い被さるように口づけられていた。それを受け止めた有菜は、くぐもった声を漏らす。

「ん……っ」

　肉厚の舌がぬるりと入り込み、口腔を蹂躙する。

　ざらつく表面を擦り合わせながら絡められ、じわりと身体が熱くなった。キスをするのが初めてのため、どうやって息継ぎをしていいのかわからない。舌を吸い上げられ、その強さに喉奥から呻き声を漏らすと、ようやく彼の唇が離れていった。

「ぁ、……」

　そのままひょいと身体を抱え上げられ、有菜はびっくりして榊の首にしがみつく。

　大股でリビングを出た彼が廊下を進み、寝室のドアを開けながら言った。

「──俺はさんざん我慢してたのに、いいって言ったのはそっちだからな」

「えっ」

「有菜の全部をもらうから」

　クイーンサイズのベッドの上に降ろされ、榊が覆い被さってくる。端整な顔が近づくのにドキドキしながら、有菜は彼の肩に触れて言った。

「あ、あの、シャワーとかは……」

「あとでな」

　ちゅっと音を立ててキスをされ、甘い感触にかあっと頬が熱くなる。

　再び口づけられたが、先ほどリビングでしたものとは違い、あやすようにゆったりとしていた。ゆるゆると絡められ、ときおり側面をくすぐったり、軽く吸われる。ぬめる感触が心地よく、有菜はため息を漏らした。

「はぁっ……」

　何度も角度を変え、口づけられる。

　互いの唾液が交じり合い、それを嚥下すると、まるで媚薬のように身体から力が抜けていくのがわかった。わずかに唇を離し、彼が吐息が触れる距離でささやいた。

「キスしかしてないのに、そんな目をして可愛い」

「あ……っ」

　彼の手が胸のふくらみに触れ、やんわりと握り込む。

　有菜の胸は体型のわりに大きいのがコンプレックスで、榊の手を意識して恥ずかしくなった。有菜は息を乱しつつ、小さな声で言った。

「あの、わたし、胸が大きすぎるのが悩みで……すみません」

「何で謝るんだ？　有菜だから触れたいと思うし、大きさはあまり関係ないよ」

　彼の手がワンピースのボタンを外していき、ブラに包まれたふくらみがあらわになる。

　谷間にキスを落とされた有菜は、ビクッと身体を震わせた。榊の髪が素肌に触れ、サワサワとしたくすぐったさを感じる。

　そのまま肌をチロリと舐められ、彼と目が合って、頬が一気に熱くなった。

「……っ」

　榊の指が、ブラのカップを引き下ろす。

　そして胸の先端をじっくりと舐め上げてきて、有菜はその光景に釘付けになった。赤い舌が先端を押し潰して弄ぶと、そこは外気と愛撫に敏感に反応し、すぐに硬くなっていった。

「ぁっ……はぁっ……あ……っ」

　舐めやすくなった尖りを彼の舌が嬲り、皮膚の下からむず痒いような感覚が湧き起こってくる。

　落ち着かない気持ちで足先を動かすと、ふいに強く吸い上げられ、ツキリとした疼痛が走った。

「あっ！」

　舐めたり吸ったりする動きに、いつしか有菜は切れ切れに声を漏らしていた。

　もう片方の胸も同じように愛され、先端が唾液で濡れ光っているのがひどく淫らだ。彼の手が背中に回り、ブラのホックを外されて、一気に締めつけが緩む。榊がそのままワンピースを脱がせてきて、有菜は下着だけになった。

　ふいに心許ない気持ちになり、思わず両腕で胸元を隠す有菜の前で、彼が上体を起こして自身のネクタイを引き抜く。

　ワイシャツのボタンを外し、シャツを脱ぐと、無駄なく引き締まった上半身が現れてドキリとした。しなやかな首筋やしっかりとした肩幅、太い鎖骨など、パーツのひとつひとつが男らしく、目が離せなくなる。

　改めて覆い被さってきた榊が、有菜の頬に掛かった髪を指先で優しく払いながら言った。

「胸、隠さないで見せてくれ」

「でも……」

「全部俺にくれるんだろう？」

　甘さをにじませた目で見つめられると拒否できず、有菜はおずおずと胸元から腕を離す。

　すると彼がこちらを見下ろし、微笑んでつぶやいた。

「──可愛い」

「あ……っ！」

　両腕をつかんでシーツに縫い留め、榊が再び胸に吸いついてきて、有菜は高い声を上げる。

　ふくらみをつかみながらじゅっと音を立てて強く吸われ、脚の間が熱く潤んでいくのを感じた。彼の舌と覆い被さる身体の重さや体温、素肌に触れる髪の感触に乱されて、声を我慢することができない。

　ひとしきり胸を愛撫したあと、榊は唇で全身をくまなく辿り始めた。耳朶や首筋、鎖骨、腹部をなぞられる有菜は、まったく余裕がない。彼に触れられていると思うだけで身体が熱くなり、身の置き所のない気持ちに苛まれてしまう。

　やがて榊が、脚の間に触れて言った。

「ああ、もう熱くなってるな」

「……っ」

　下着に触れられた瞬間、内側がぬるりと滑るのがわかり、羞恥をおぼえる。

　花弁をなぞられると生地が貼りつく感じがして、モゾモゾと足先を動かした。やがて彼の指が花芯を捉え、そこをぐっと押してくる。

「んぁっ！」

　途端に甘ったるい愉悦がこみ上げ、有菜は腰を跳ねさせる。

　そこはすぐに尖り、存在を主張するようになって、繰り返し触れられると落ち着かない気持ちになった。有菜は榊の二の腕をつかみ、切れ切れに訴える。

「ぁっ……礼司、さん……っ」

「ん？」

「何か、変です……」

　すると彼がクスリと笑い、有菜の顔を見下ろして言った。

「『変』じゃなくて、気持ちいいんだろ」

「えっ……」

「脱がすよ」

　榊の手が下着に掛かり、スルスルと脱がせていく。

　思わず隠したくなった有菜だったが、先ほど「全部見せてくれ」と言われたのを思い出し、膝を所在なく寄せるだけに留めた。彼の手が膝を広げ、脚の間に身体を割り込ませてくる。そして秘所に触れながら言った。

「さっき気持ちよかったのは、ここだ。小さいのに尖ってる」

「あっ……！」

　親指で押し潰され、じんとした快感に有菜は声を上げる。榊が「そして」と言葉を続け、蜜口に触れて言った。

「ここが俺を受け入れるところだ。トロトロに潤んでる」

「んん……っ」

　浅く指を含まされ、入り口をくすぐられて、小さく呻く。

　指でも充分異物感があるのに、それよりもっと大きなものをこれから受け入れるのだと思うと、少し怖くなった。彼の指は繊細そうに見えるものの、それなりの太さがあり、蜜口にめり込むたびにビクッと身体が震えてしまう。

　やがて指が中に埋められていき、有菜はぎゅっと眉根を寄せた。痛くはないが身体の内側をなぞられる感覚にゾクゾクし、指を締めつける動きが止まらない。

「は……っ、ぁ……っ」

　緩やかに行き来されるとかすかな水音が聞こえ、恥ずかしくてたまらなかった。

　しばらくすると中に挿れる指の本数を増やされ、強烈な圧迫感をおぼえる。

「あっ……！」

「狭いな。これだとだいぶきついかも」

　二本の指が柔襞を捏ね、隘路を拡げるように抽送される。

　有菜は榊の首にしがみつき、涙目で声を上げていた。やがてズルリと指を引き抜かれ、彼の身体が離れていく。緩慢なしぐさで視線を向けると、有菜の脚を広げた榊が顔を伏せるところだった。

「礼司さん、待っ……！」

　秘所に熱い舌を感じ、有菜は腰を跳ねさせる。

　彼は溢れ出た蜜を舐め、敏感な花芽を舌で嬲ってきて、甘ったるい快感に動揺した有菜は榊の髪に触れて言った。

「や、やめてください、そんなの……っ」

「初めてなんだから、うんと慣らさないと。痛い思いをしたくないだろう」

「でも……っ」

　彼の整った顔が脚の間に伏せられている光景は刺激が強く、有菜は羞恥を押し殺す。

　ぬめる舌が秘所を這い回る感覚は強烈で、太ももがビクビクと震えた。

（セックスって、こんなに恥ずかしいことをするの？　全部見られるだけじゃなく、こんな……）

　花芽や陰唇を舐めしゃぶり、ときに蜜口から舌を入れられて、経験値のない有菜はたやすくグズグズになってしまう。苦痛はなく、むしろ気持ちいいことに混乱し、どう受け止めていいかわからなかった。

　やがてどのくらいの時間が経ったのか、榊が口元を拭いながら身体を起こしたとき、有菜は上気した顔でぐったりしていた。

　ベッドサイドの棚に手を伸ばした彼が、引き出しから避妊具が入った箱を取り出す。そして自身のスラックスをくつろげ、取り出した性器に薄い膜を被せた。

「痛かったら言えよ」

　榊がそうささやき、昂ぶりを秘所にあてがう。

「あ、……」

　愛液を纏わせるように何度か先端を擦りつけられ、敏感な尖りに引っかかるたびに甘い愉悦がこみ上げた。

　しかしその硬さやずっしりとした質量に身がすくんでしまい、有菜は逃げ出したい気持ちにかられる。そうするうちに亀頭が蜜口を捉え、ぐっと中にめり込んできた。

「うぅっ……」

　丸い先端が隘路を拡げ、少しずつ中に入り込んでくる。

　強い圧迫感と軋むような痛みに、有菜の目に涙がにじんだ。灼熱の棒のような屹立が奥へと進み、根元まで埋められる。浅い呼吸をする有菜の頬を撫で、彼が申し訳なさそうに言った。

「だいぶ慣らしたつもりだけど、やっぱり痛いよな。ごめん」

「大丈夫……です。わたしが礼司さんとしたかったんですから」

　脈打つ剛直を体内に感じるのは強烈で、思わず締めつけると彼がかすかに顔を歪める。

　榊が有菜の額に口づけて問いかけてきた。

「動いていいか？」

「はい……あっ！」

　ぐっと奥を突かれると内臓がせり上がるような感覚がこみ上げ、息が止まりそうになる。

　最初は緩やかに、中が馴染むと徐々に大きく動かれ、彼の腕を強くつかんだ。

（中、拡げられる感じで痛いし、奥まで挿れられると苦しい。……でも）

　榊と繋がれたことがうれしく、受け入れたところがどんどん潤んでいくのがわかる。

　何より榊が快感をこらえる顔をしていて、ときおり熱い息を漏らすのが色っぽく、自分だけが乱れているのではないことが有菜はうれしかった。

「礼司、さん……」

　有菜が手を伸ばすと彼がそれをつかみ、指先を口に含んでくる。

　そのまま手のひらと手首まで舐められ、有菜はその感触にゾクゾクした。こちらから目をそらさずに舌先で肌をなぞる榊には滴るような色気があり、その様子に釘付けになっていると、彼が身を屈めてささやいた。

「──有菜、キスしよう」

「んぅっ……」

　口腔に舌を差し入れられ、条件反射でそれを舐める。

　すると彼が熱心に舐め返してきて、口づけはすぐに熱を帯びた。そのあいだも剛直が繰り返し隘路を行き来していて、内壁がわななきながら締めつける。キスの合間、間近で有菜を見つめた榊が、吐息交じりの声で告げた。

「俺を受け入れてこんなにグズグズになってるなんて、可愛い。どこもかしこも埋め尽くしたくて、たまらなくなる」

「……っ」

　その声と眼差しには愛情がにじんでいるように見え、有菜の胸がきゅんとした。

　恋愛で始まったわけではない自分たちだが、今彼の目には自分だけが映っている。それがうれしくて目の前の男らしい身体にしがみつくと、榊は腰を強く押しつけて言った。

「わかるか？　一番奥に当たってるの。狭いのに、俺のを根元まで全部のみ込んで……有菜の中、今すぐ達きそうなくらいに気持ちいい」

「んっ、ぁ……っ」

　硬く漲った昂ぶりで最奥を捏ねられ、身体を揺さぶられる。

　動き自体は大きくないのに怖いくらいの感覚がこみ上げて、有菜は彼の背中に回した手に力を込めた。

「はぁっ……ぁ、礼司、さん……っ」

「有菜……」

　律動が次第に激しくなっていき、思考がままならなくなる。

　身体がすっかり汗ばみ、触れ合う素肌がぬるぬると滑っていた。貪るようにキスをされ、なすすべもなくそれを受け入れながら、有菜は体内を穿つ楔に翻弄される。

　やがて榊がひときわ深く自身を突き入れ、ぐっと息を詰めた。薄い膜越しにドクリと精を放たれるのを感じ、有菜は小さく喘いだ。

「ぁ……っ」

　体内で剛直が震え、ありったけの熱を吐き出す。

　ゆるゆると隘路で行き来させて大きく息をついた彼が、こちらを見下ろしてきた。そしてベッドを見つめ、ふとつぶやく。

「ああ、やっぱりちょっと血が出ちゃったな」

「……っ」

　シーツに破瓜の証があるのを指摘され、有菜の顔がかあっと赤らむ。

　榊が身を屈め、こちらの身体を抱きしめて額を合わせながら、「でも」と言葉を続けた。

「有菜の初めてをもらえて、うれしい。この身体を他の誰も知らないと思うと、すごく優越感がある」

　それは自分と抱き合って、快感があったということだろうか。

　じんわりとした面映ゆさをおぼえつつ、有菜は疲労で急速に瞼が重くなっていくのを感じていた。彼が萎えた屹立を引き抜き、後始末をしたあとで身体を抱き込んできて、優しく問いかけてくる。

「どうした、眠いか？」

「……はい」

「でも寝る前にシャワーを浴びたほうがいいだろ。一緒に入って、全部洗ってやるよ」

　それを聞いた有菜の眠気が、一気に吹き飛ぶ。ただでさえ恥ずかしいひとときだったのに、シャワーまで一緒に浴びるなどあまりにもハードルが高すぎる提案だ。

　有菜は顔を上げ、榊に向かって言った。

「だ、大丈夫です。一人で入れますから！」

　断固とした口調でそう告げた途端、彼が小さく噴き出す。

「そんな全力で拒否されると、ちょっと傷つくな」

「す、すみません……」

「まあ、そういうことは追々でいいか。いつか一緒に入ってくれるだろう、奥さん？」

　〝奥さん〟という呼び方に気恥ずかしさをおぼえ、有菜はしどろもどろに「はい」と答える。

　ベッドの下に落ちている衣類を拾おうとすると、ふいに背後から身体を抱き込まれた。両腕にやんわりと力を込めて有菜を拘束し、こちらの髪に顔を埋めながら、彼が甘くささやく。

「シャワーを浴びる前に、もう少しこうしていてくれ。せっかく初めて抱き合ったんだから」

「……はい」

　一気に糖度が増した印象の榊にドキリと心臓が跳ね、有菜はおとなしく彼の腕の中に収まる。

　長くしなやかな腕は筋肉質で、浮き出た筋や太い血管が男らしかった。背中に触れるぬくもりに甘やかな気持ちが心を満たしていくのを感じつつ、有菜は遠慮がちに身体の力を抜いて榊にその身を委ねた。





　＊　＊　＊






　株式会社バーラエナの社員数は現在五〇〇名ほどで、平均年齢は三十一歳と若い。

　オープンな社風が特徴で、個々が自分で考えて動くマインドが強く、日々の社内ミーティングでは活発な意見交換が行われている。経営会議の内容はすぐに議事録にまとめられる他、会社全体で共有する全社ＭＴＧを毎週開催していて、質問や意見に対してリアルタイムで回答していた。

　第三者割当増資による資金調達で累計が目標額に達したことを受け、今後の方針が経営会議で決まったことを全社ＭＴＧで報告した榊は、会議室を出る。そして廊下を歩きながら、このあとのスケジュールを頭の中で思い浮かべた。

（このあとは午後三時からクネウムテック社の戸と田だ専務が来社して、四時半に福岡支社とテレビ会議。六時には帰れるかな）

　何となく心が浮き立つのは、家で有菜が待ってくれているからだ。

　彼女と入籍してから、約三週間が経っていた。半ば勢いでした結婚で、自分たちが普通の夫婦ではないと感じていた榊は、半月ほど有菜に手を出さずにいた。

　だが一緒に過ごす時間が長くなり、同じベッドで眠るうち、次第に彼女を恋愛対象として見るようになっていた。

（でも……）

　おそらく有菜のほうは、こちらを兄のような存在だと考えている。

　そう考え、自分の中の欲望をきれいに押し隠して節度を持った距離を保っていたところ、同居を始めて半月ほど経った頃に突然彼女から想いを告白された。聞けば有菜は子どもの頃からずっと榊を想っており、七年ぶりに再会して以降は少しずつ距離が縮まっていくのがうれしかったという。

　その後親に見合い相手と結婚することを強制され、それを回避するために榊と籍を入れたときは一生を共にする覚悟を決めたのに、榊は一向に手を出してこない。そんな状況に悩んだという有菜が必死に想いを伝えてくれ、榊はぐっと心をつかまれていた。

　以前から彼女を可愛いと思っていたものの、交際○日で結婚した相手をすぐに〝夫〟とは思えないだろうと、年上の分別で自制していた。わざと自宅に仕事を持ち帰ってベッドに入る時間をずらしていたのも、万が一おかしなことにならないようにという配慮からだ。

　しかし有菜が自分を好きだと言ってくれるのなら、何も躊躇う理由はない。箱入り娘で男性経験がない彼女を、榊は時間をかけて溶かした。極力痛みを与えないように抱いたつもりだが、やはり苦痛をすべて取り去るのは難しかったらしく、申し訳ない気持ちになった。

　あれから一週間、榊は箍が外れたように有菜を抱いている。

（もう少し頻度を押さえたほうがいいのはわかってる。彼女も仕事があるし、先に帰ったときは家事をしてくれてるんだし。……でも）

　彼女の顔を見ると、駄目だ。

　有菜の愛らしい容貌、ほっそりと華奢なのに胸は豊かな体型、甘く澄んだ声を聞くと、つい腕を伸ばして身体を引き寄せてしまっている。まだそうした行為に慣れず、すぐにパッと顔を赤らめる初心なところも、榊を魅了してやまない。

　ＣＥＯ室に戻り、パソコンを開いた榊はやりかけの作業を再開する。ときおり電話対応をしたり、来社したクライアントと商談をこなし、夕方からは三十分ほど福岡支社とテレビ会議をした。

　そして秘書の田た中なかと明日の予定を打ち合わせ、午後六時前に退勤する。

「じゃあ、俺は帰るから」

「はい。お疲れさまでした」

　会社のある六本木から自宅マンションがある南青山までは、車で五分程度だ。

　駐車場に車を停め、十八階に上がって部屋の鍵を開けると、リビングから有菜が出てきて声をかけてきた。

「礼司さん、おかえりなさい」

「ただいま」

　彼女は通勤着の上にエプロンをしていて、家の中には料理のいい匂いが漂っている。榊は彼女に問いかけた。

「もしかして、夕飯を作ってくれてたのか？」

「はい。家事代行の掛かけ井いさんが作っておいてくれたおかずが昨日でなくなったので、今日はわたしがお夕飯を作ってます」

　お嬢さま育ちでまったく家事能力がないかと思いきや、有菜は大学時代から料理教室に通っており、かなりの腕前だという。榊は遠慮がちに言った。

「すごくうれしいけど、仕事から帰ってきてやるのは大変じゃないか？　外食でもよかったのに」

「でも、おうちのほうがゆっくりできますから」

「俺も手伝うよ」

　手を洗い、ジャケットを脱いでキッチンに入ると、彼女が作業を再開していた。

　今日の献立は何かと問いかけたところ、山芋とオクラの梅和えと数種類の刺身、生麩とかぼちゃ、蕨の炊き合わせ、蒸し鶏の香味だれに三つ葉を散らしたものだという。

「豪勢だな」

「お刺身はスーパーで買ってきたものを盛りつけるだけですし、蒸し鶏も電子レンジで作れる簡単なものなんです。それと炊き込みご飯と、海老の頭でだしを取ったお味噌汁もあります」

「美味そうだ」

　ふいに頭ひとつ分低い有菜のうなじが目に入り、榊の中で劣情が疼く。

　彼女はセミロングの髪を後ろで緩やかに結わえていて、髪の隙間から垣間見えるほっそりとした首筋に清潔な色気があった。ボウルの中で拍子切りにした山芋とオクラを梅肉で和えている有菜の腰を、榊は後ろから抱き寄せる。

　すると彼女がビクッとし、慌てた顔で言った。

「れ、礼司さん、今は料理中ですから……っ」

「わかってる。続けていいよ」

　後ろから彼女の腰を抱えたまま、滑らかな頬に自分のそれを擦り寄せ、榊は笑って言う。

「有菜が料理ができるのは、正直意外だったな。お嬢さま育ちだから家事は苦手なんだと思ってたし、そういうのは全部家事代行サービスに頼もうと考えていたのに」

「花嫁修業の一環で、習わされていたんです。でもやっているうちにだんだん楽しくなって」

　有菜が「あの」と小さく言い、腕の中で身じろぎした。

「動けないので、やっぱり離れてください……ひゃっ！」

　小さな耳朶を食み、耳孔にぬるりと舌を入れる。彼女の身体がビクッと震え、頬がじわじわと熱くなっていくのがわかった。

　ちゅくちゅくと音を立てて舐めしゃぶると、有菜が上擦った声でつぶやいた。

「ぁ、耳、嫌……っ」

　榊は彼女の頤を上げ、背後から覆い被さるように口づける。

　有菜の口は小さく、舌はベルベットのような感触で、ずっと舐めていたいくらいに気持ちよかった。ときおり漏らす声や甘い吐息も可愛らしく、榊は口腔を蹂躙しながら彼女の胸元に触れる。

「……っ」

　ブラウス越しに胸のふくらみを揉みしだき、先端部分を指先で摘まむ。

　弾力のある感触は手に愉しく、ブラの下で胸の先が尖るのがわかって、ことさら執拗に刺激した。すると有菜の呼吸が荒くなっていき、目にじんわりと涙がにじむ。唇を離すと互いの間を唾液の透明な糸が引いて、彼女が息を乱しながらムッとした表情で言った。

「駄目です、今は。……お料理中なんですから」

　精一杯毅然として言っているのが可愛く、榊の中に触れたい気持ちが募る。だがそれをぐっと抑え、有菜の唇に触れるだけのキスをして謝罪した。

「悪かった。有菜が可愛くて、つい」

「…………」

「せっかく作ってくれてるんだもんな。早く食べよう」

　榊の言葉を聞いた彼女がホッとしたように「……はい」と答える。

　作業を再開しながら、榊は料理中にちょっかいをかけてしまったことを大いに反省した。あまりがっつきすぎては、有菜は自分と暮らすのが嫌になるかもしれない。

（そうだ。俺は八歳も年上なんだから、もう少し落ち着かないと。最近は少しやりすぎたし、しばらく有菜に触れるのは控えよう）

　そう心に決め、夕食後の榊はリビングでノートパソコンを開き、海外の知人と仕事のやり取りをする。

　やるべきことに集中していれば、煩悩は自然と収まる。彼女が眠ってからベッドに入るか、もしくは自分がソファで寝てもいいかもしれない。

　そんなふうに考えていた午後十一時半、三十分ほど前に寝室に入ったはずの有菜がリビングにやって来る。

　榊は眉を上げ、彼女に声をかけた。

「どうした、喉でも乾いたか？」

　するとパジャマ姿の有菜は首を横に振り、気がかりそうに答える。

「礼司さんが、なかなか寝室に来ないので……お仕事の根を詰めているのかと心配になったんです。まだかかるんですか？」

「どうだろう。もし俺が途中でベッドに入って目が覚めてしまうなら、ソファで寝るよ」

「そ、そんなの駄目です。ソファなんかで寝たら、仕事の疲れが取れません。わたしのことは気にせず、ちゃんとベッドに来てください」

「でも」

　有菜がおもむろに榊の手を取り、自分の胸元に持っていく。虚を衝かれて見つめると、彼女が恥ずかしそうに言った。

「礼司さんが、なかなか来ないから……わたしが来たんです。だってお夕飯の準備のとき、途中で止めてしまったので」

　どうやら有菜は、中途半端に触れられたことで欲求不満を感じていたらしい。

　少し自制しなければと考えていた榊にとって、これはうれしい誤算だった。ソファから彼女を見上げた榊は、微笑んで問いかける。

「俺としたくて、一度寝室に入ったのにわざわざリビングに来たのか？」

「……っ、はい」

「有菜がそんなふうにいやらしいことを考えてるなんて、予想外だ。いかにも清純そうな顔をしていて、このあいだまで処女だったのに」

　すると有菜が羞恥にみるみる顔を赤らめ、一歩後ずさろうとする。

「ご、ごめんなさい。わたし、やっぱり戻ります」

「謝らなくていいよ。そういう誘いなら、大歓迎だ」

　榊は彼女の手を取り、指先を口に含む。

　舌先で指の間をなぞり、手のひらも舐めると、有菜の呼吸が乱れ始めた。その手を解放した榊は、彼女のパジャマのボタンを外し始める。前を開くと繊細なレースでできたブラがあらわになり、背中のホックを外した途端、白いふくらみが現れた。

「あ、……」

　緩んだブラを上にずらし、ふくらみを直に手のひらに包む。

　有菜の胸には手を押し返す張りがあり、頂の色も清楚で美しい。榊はやんわりと胸を揉みながら言った。

「有菜の胸、可愛い。プルンとしてて、ずっと触っていたくなる」

「でも、もう少し小さいほうが……」

「感度がいいのが一番だろう。ほら」

　有菜の上体を抱き寄せ、ブラをさらに上にずらした榊は、胸の先端を口に含む。

　敏感なそこはすぐに硬くなり、存在感を増した。彼女の身体をソファの座面に押し倒し、改めて胸に吸いつく。すると有菜がこちらの肩に触れ、訴えてきた。

「礼司さん、電気を消してください……っ」

　ソファの横には個性的な形のスタンドライトがあり、皓々と辺りを照らしていた。

　舌でじっくりと尖りを押し潰しつつ、榊は笑って答える。

「消さないよ。いつも寝室では暗くしてるけど、たまには有菜の身体を見たい」

「ぁ、でも……っ」

「全部見せてくれるだろう？」

　ニッコリ笑う榊に気圧され、彼女がぐっと言葉に詰まる。

　唾液で濡れ光る胸の先端がツンと尖っている様は、視覚的に榊を満足させた。有菜の肌に唇を落としながら脚の間に触れたところ、そこはじんわりと湿っている。初めて抱いてから日を置かずに触れてきてわかったのは、彼女がひどく濡れやすいことだ。

「は……っ」

　下着越しに割れ目をなぞられ、有菜の呼吸が荒くなっていく。榊は彼女の唇に触れるだけのキスをし、ささやいた。

「これも脱ごうか」

「えっ、あ……っ」

　パジャマのズボンと一緒に下着も脱がせると、眩しいほど白い肢体があらわになる。

　すんなりと細い脚を広げ、その間に身体を割り込ませた瞬間、有菜が手を伸ばして自身の局部を隠そうとした。

「や、見ないで……っ」

「全部見たいって言っただろう。俺の奥さんになった君の身体を、隅々まで確かめたい」

「……っ」

「駄目かな」

　あくまでもお願いする口調で問いかけると、彼女がかすかに顔を歪め、そろそろと手をどけていく。

「いい子だ」

　薄い恥毛に包まれた秘所は、既に濡れていた。

　両手で花弁を広げ、榊は熟した柘榴のように赤いそこを眺める。すると見られていることを意識したのか、蜜口がヒクリと蠢き、透明な愛液がにじみ出てくるのがわかった。淫らなその光景に微笑み、榊は口を開く。

「有菜のここ、どんなふうになっているか教えてあげようか」

「や……っ」

「入り口がヒクヒク震えてる。まだ少ししか触ってないのに、こんなに濡れて……」

「んぁっ！」

　舌先をぐちゅりと蜜口に埋めた瞬間、有菜の腰がビクッと跳ねる。

　内襞が舌に吸いつく動きを見せ、榊はとろみのある愛液を味わいながら浅いところをくすぐった。みっちりと詰まった内部は狭く、ここに自分を受け入れていると思うと不思議な気持ちになる。

　花弁全体をくまなく舐め、敏感な快楽の芽を吸うと、彼女が啜り泣きのような声を漏らした。愛撫に感じているのは一目瞭然で、上気した顔や涙目が庇護欲をそそってやまない。

　普段は清純な雰囲気の有菜はベッドでは思いのほか色っぽく、そんなところにも劣情を煽られていた。

　ひとしきり彼女を啼かせた榊は、やがて上体を起こす。そして一旦寝室に行って避妊具を取ってくると、それを自身に装着し、有菜の腕を引いて床に膝をつかせた。

「礼司さん……？」

「腕、そっちについて」

　ソファの座面につかまらせた榊は、彼女の腰を引き寄せ、後ろから挿入する。

「んん……っ」

　濡れていてもきつい内部が剛直を包み込み、得も言われぬ快感をおぼえる。

　最初のときこそ痛そうにしていた有菜だったが、二度目からはそういった様子はなく、素直に感じるようになっていた。とはいえ後ろから挿れる姿勢は正面より圧迫感が強いらしく、中の締めつけがきつい。

「はぁっ……礼司、さん……っ」

「力を抜いて。奥まで挿れるよ、ほら」

「んっ……ぅっ、……あ……っ！」

　内壁を擦りながら進んだ屹立が、最奥にたどり着く。

　切っ先が子宮口をぐっと押し上げ、彼女が感じ入った声を上げた。腰をつかんで揺さぶり、何度か奥を突き上げると、有菜の声がすぐに甘くなる。

「あっ……はっ、……ん……っ……ぁ……っ」

　丸く白い尻の割れ目から自分のものが出入りしてるのが見え、榊はゾクゾクと欲情をそそられた。

　腰を引いて昂ぶりを入り口辺りまで抜き出すと、幹が愛液でぬらぬらと光っている。それを再び根元まで埋め、ぐちゅりという重い水音を聞きながらきつい締めつけに熱い息を吐く榊に、彼女が視線を向けてきた。

「ぁ、おっき……っ……」

「有菜のいやらしいところが全部見えるから、このあいだより興奮してるみたいだ」

　有菜の両肘をつかみ、榊は何度も腰を打ちつける。

　そのたびに彼女の胸が揺れるのが見え、嬌声も次第に大きくなった。接合部は愛液でぬるぬるになり、濡れそぼった内部が榊のものを根元まで受け入れている。奥を突くたびに締めつけがきつくなり、榊に目も眩むような愉悦を与えていた。

「あっ、は……っ」

　中がぎゅっと収縮し、有菜が達したのがわかる。

　かすかに顔を歪めて快感をやり過ごした榊は、脱力する彼女の身体を抱き留めた。そして再びソファの上に横たえ、すんなりと細い脚を広げて、昂ぶりを挿入する。

「うぅっ……」

　絶頂の余韻に震える内部が苦もなく剛直をのみ込んでいき、柔襞が幹に絡みつく。

　律動を開始すると、有菜が切れ切れに声を上げながらこちらの腕をつかんできた。

「……っ……礼司さん、ずるい……」

「何が？」

「わたしばっかり脱がせて、礼司さんは……っ」

　確かに榊は下衣をくつろげただけで、対する彼女はパジャマの上衣をまくり上げられ、緩んだブラから胸のふくらみが零れ出た煽情的な姿になっている。

　榊は腰を打ちつけながら、笑って答えた。

「俺の身体を見たって、別に楽しくはないだろ」

「そんなこと、ないです……」

「ふうん、じゃあ見たいんだ？」

　有菜が恥ずかしそうにコクリと頷き、榊は自身のＶネックのカットソーに手を掛けて頭から脱ぐ。

　上半身裸になると、彼女がじんわりと頬を染めた。もう何度も抱き合っているのに初心な反応をする有菜を、榊は心からいとおしく思う。彼女の細い腰をつかみ、深く腰を入れながら問いかけた。

「……そろそろ達っていいか？」

　切っ先で奥を抉られた有菜が高い声を上げ、それを返事だと判断した榊は、律動を速める。

　果てを目指す動きは激しく、彼女の声が次第に切羽詰まったものになった。じりじりと射精感が高まるのを感じながら動きを速めていき、やがて榊はひときわ深く屹立を埋めて熱を放った。

「あ……っ」

　有菜が再び達したらしく、隘路がきつく窄まって搾り取る動きをする。

　絡みつく柔襞に促されるままありったけの精を放ち、榊は充足の息を吐いた。気がつけば彼女がぐったりしていて、その頬を撫でて声をかける。

「疲れたか？」

「……はい」

「シャワーを浴びようか。今日こそは一緒に入って、全部洗ってやりたいと思ってるんだけど」

　すると有菜が恥ずかしそうな顔で頷き、榊は彼女の身体を抱えてバスルームまで運ぶ。

　スポンジを泡立て、甲斐甲斐しく全身を洗ってやるのは、思いのほか楽しかった。髪も乾かしてやったあとで一緒にベッドに入ると、有菜はすぐに寝息を立て始める。それを見つめた榊は彼女の肩口までタオルケットを掛けてやり、じっと考えた。

（勢いで決めた結婚だけど、日が経つにつれて有菜のことが好きになってる。俺がこんなに恋愛体質になるなんて、ちょっと予想外だ）

　幼少期から異性にもて、人並みの人数とつきあってきた榊だが、近年は近づいてくる女性の下心が透けて見えてうんざりしていた。

　さらに三年前に決定的な出来事があり、「しばらく女はいい」と考えていたのに、有菜と再会してすっかり骨抜きにされている。

　そのとき彼女がモゾリと身じろぎし、榊は自分の胸元に小さな頭を抱き寄せて髪を優しく撫でてやった。すると有菜が安心したように身体の力を抜くのがわかり、いとおしさが募る。

　ベッドサイドの時計を見ると、時刻は深夜零時半を回っていた。今日は午前中に大きな商談があり、「俺ももう寝よう」と考えた榊は、腕の中のぬくもりを感じながら微笑んで目を閉じた。







＊第四章








　ファーブラオンライン編集部は紫水社の三階にあり、総勢十七名で構成されている。編集アシスタントである有菜は朝九時に出勤し、その日先輩社員たちから割り振られた仕事を順番にこなしていた。

　アシスタントの仕事は幅が広く、編集から庶務まで含まれるため、覚えることが多い。各セクションの進行表を随時更新したり、請求書を作成したり、市場調査や資料集めなどをこなしているうち、午後三時になっていた。

　このくらいの時間になると忙しさが一段落し、作業に少し余裕が出てくる。書架に使用済みのファイルを片づけながら、ふと左手の薬指の指輪が目に入った有菜は物思いに沈んだ。

　榊との結婚生活は、順調だ。夫となった彼は優しく、いつも有菜を気遣ってくれる。最初のうちはなかなか関係が進展しないことに焦れていたものの、一度身体の関係を持ってからは榊のほうから頻繁に触れてくれるようになった。

（でも……）

　それはそれで、悩みの種だ。

　一度触れてからは箍が外れたように有菜を抱く彼は、もしかするとこれまで相当我慢していたのかもしれない。男性が生理的に性欲を我慢できないものだと考えれば、有菜の誘いはきっと渡りに船だったのだろう。

　榊の触れ方は巧みで、最初こそ苦痛があったもののすぐに快感を得られるようになった。ベッドでの彼は滴るような色気があり、有菜を感じさせることを優先してくれ、いつもこちらを翻弄するだけの余裕がある。

　だがそれは榊がそういった行為に慣れていることを示唆しており、有菜はときどき苦しくなっていた。彼は現在三十歳なのだから、女性とつきあった経験があって当たり前だ。交際する中で色事に慣れたのだとしても、何ら不思議はない。

　そう自分に言い聞かせながらも、日増しに悶々とした思いが募っていくのは、有菜の中に榊に対する負い目があるからだろうか。両親から無理やり見合いをさせられた有菜を救う形で、彼は籍を入れてくれた。榊にとっては困っている幼馴染を助けるための行為で、あの段階では恋愛感情はなかったはずだ。

（わたしは礼司さんのことが好きだけど、あの人の中ではいつまでも〝隣の家に住んでいた幼馴染〟なんじゃないかな。だから──）

　だから彼は、自分に「好きだ」と言ってくれない。そう考え、有菜は目を伏せる。

　毎晩のように抱いてくれるようになったのは、単に性欲を発散するためだったとしたら──そんな思いが心を満たし、どうしていいかわからなくなっていた。

　こんなふうに悶々とするくらいなら、榊と直接話し合えばいいのだとわかっている。だがその結果、彼の中に自分への恋愛感情がないことがはっきりしてしまったら、きっと立ち直れない。そんな怖さがあり、有菜は榊に想いを告げられずにいた。

（自分は今の関係を崩したくなくて気持ちを伝えてないのに、礼司さんから何とか言葉を引き出そうとしてるわたしって、狡いな。優しくしてくれるし、生活の面倒も見てもらえてるんだから、ひょっとしたら求めすぎなのかもしれない）

　そもそも恋愛から始まった関係ではないのを考えれば、榊の愛情を求めること自体がおこがましいのだろう。

　ならば現状に満足し、ただ彼に尽くすしかない。そんなふうに結論づけるものの、心がシクリと疼いて有菜はため息を漏らす。

　その日は終業間際に電話対応が入ってしまい、三十分ほど残業した。会社がある渋谷から榊のマンションまでは、千代田線一本だ。乃木坂駅で降り、冷蔵庫の中身を考えながらスーパーで買い物をして、自宅に向かう。

　エントランスでオートロックを解除しようとした有菜は、ふいに後ろから「あの……」と声をかけられた。

「はい？」

　振り向くと、そこには上品な雰囲気の女性が立っていた。

　年齢は二十代後半か三十代に見え、一目でハイブランドだとわかるワンピースを着ている。緩く巻かれた栗色の髪は艶やかで、どこか勝気そうではあるものの、美人といっていい顔立ちだ。

　彼女は有菜を見つめ、にこやかに言う。

「突然お声をおかけして、ごめんなさい。あなた、榊有菜さんよね？」

「えっ」

　まだ慣れない〝榊〟の苗字で呼ばれ、有菜は咄嗟に上手く返せず言いよどむ。

　すると女性はニッコリ笑ってこちらを見た。

「そんなに警戒しないで。私、榊美み弥やと申します。祥広さんの妻です」

「祥広さんの……」

　祥広は榊の兄で、有菜が幼少期から知っている人物だ。

　彼の妻ということは、目の前の女性は自分の兄嫁ということになる。そう思い至った有菜は、慌てて頭を下げて挨拶をした。

「お義姉さまとは存じ上げず、大変失礼いたしました。礼司さんの妻の、有菜です」

「あなたに会いたくて、わざわざ訪ねてきたの。中に入れてくださる？」

「はい、もちろんです」

　オートロックを解除し、エントランスホールに入ると、コンシェルジュがカウンターの中から一礼してくる。

　エレベーターで十八階まで上がった有菜は、玄関の鍵を開けて美弥に向かって「どうぞ」と告げた。

「お邪魔いたします」

　スリッパを履いて廊下を進んだ彼女は、リビングに入って感心したように言った。

「あら、広いのね」

「どうぞ、座ってください。今お茶を淹れますので」

　有菜の言葉を聞いた美弥が、微笑んで言う。

「ありがとう。ね、それよりあなたは、お勤めされているのよね。名刺をいただける？」

「あ、はい」

　バッグから名刺入れを取り出して一枚差し出すと、彼女がそれを眺めてつぶやく。

「〝紫水社　ファーブラオンライン編集部　編集アシスタント〟、ね。礼司さんは相当稼いでいるでしょうに、わざわざ働くなんて変わってるわ」

「せっかく入った会社ですので、礼司さんは働くのを許してくれているんです」

　美弥にソファを勧めた有菜はキッチンに入り、電気ケトルに水を注ぎ入れる。

　そしてドリップ式のコーヒーを淹れる準備をしながら、突然訪ねてきた彼女の意図を考えた。

（わたしに会いに来たって言ってたけど、単なる好奇心なのかな。入籍したあと、ご両親には挨拶することができたけど、祥広さんとお義姉さんには会えなかったし）

　とはいえ初対面の人間と二人きりなのは、少々緊張する。

　そう思いながらコーヒーを淹れ、砂糖とミルクを添えてお盆に載せた有菜はリビングに向かった。すると美弥の姿がなく、驚いて辺りを見回す。

（えっ、どこに行ったんだろう。お手洗い？）

　お盆をテーブルに置き、様子を見に廊下に出た有菜は、榊の私室のドアが開いているのに気づく。

　中を覗いてみると、そこには本棚を眺めている彼女の姿があり、こちらに気づいて笑顔で言った。

「あ、ごめんなさい。ここ、礼司さんの書斎でしょう？　ＩＴ関係の会社をやっているだけあって、やっぱりそういう本が多いのね」

「あの……」

　まさかこちらの許可なく勝手に部屋に入っているとは思わず、有菜は困惑して立ち尽くす。それにまったく頓着せず、美弥は有菜の脇を通り過ぎて廊下に出ると。今度は寝室のドアを開けた。

「ふうん、ここが寝室？」

「ま、待ってください！」

　ドアと彼女の間に強引に身体を割り込ませ、有菜は抗議する。

「勝手に入られるのは困ります。夫婦のプライベートな空間ですから」

「あら、私たちは家族でしょう？　義あ姉ねである私が、あなたたちがどういうところに住んでいるのかを確かめて、一体何が悪いの」

　有菜は唖然とし、言葉を失くした。

　たとえ家族でもプライバシーは尊重されるべきであり、別世帯なら余計にだ。ましてや有菜と美弥は初対面で、急に私的な部屋に入られるのにはひどく抵抗がある。

　そのとき玄関のドアが開く音がし、榊が帰ってきたのがわかった。中に入ってきた彼は、廊下にいた有菜に向かって言う。

「有菜、お客さまか？」

「礼司さん……」

　三和土にあるパンプスを見てそう問いかけてきた榊だったが、美弥の姿を見て真顔になる。そしてボソリとつぶやいた。

「……義姉さん」

「おかえりなさい、礼司さん」

　有菜の身体を押しのけて前に出た彼女は、笑顔で言う。

「あなたが結婚したのを知って、お嫁さんの顔を見に来たの。祥広さんから事前の顔合わせもなしに入籍したのだと聞いて、驚いたわ。しかもお相手がこんなに若い子だなんて」

　チラリとこちらを見ながらそう言われ、有菜は何も言えずに押し黙る。

　確かに榊家のような名家からすれば、両家の顔合わせや結納もなしに入籍するのは言語道断だろう。そんな美弥の言葉を聞いた榊が、わずかに眉をひそめて答える。

「それについてはいろいろな事情があると説明して、両親にも納得してもらった。それより、こんなふうにアポなしで来られるのは困る。俺たちにも都合があるし」

「そんな固いことを言うなんて、水臭いわ。私たちの仲なのに」

　美弥が榊に腕を絡ませるのに気づいた有菜は、ドキリとする。

　いくら家族だといっても、彼女は義兄の祥広の妻であり、榊とは義理の姉弟のはずだ。それなのに親密そうに腕を絡め、ことさら仲のよさを強調するのはおかしい。

　美弥の腕をつかんでやんわりと引き剥がしながら、榊が言った。

「……やめてくれ」

「やだ、照れてるの？　このあいだ、あなたのことが載った記事を見たわ。お仕事頑張ってるのね」

　彼女は有菜の存在をまるで眼中に入れず、榊とだけ話している。

　それに疎外感をおぼえた有菜は、ひどく居心地の悪い気持ちを味わった。榊が美弥を見下ろし、抑えた口調で言う。

「悪いが、帰ってくれないか。これから用事があるから」

「あら、せっかくなんだから、お夕飯をご一緒しましょう。積もる話もあるし、ね？」

「義姉さん、──頼む」

　あくまでも下手に出る彼を前に、美弥がため息をついて言った。

「仕方ないわね。だったら日を改めて、会う時間をセッティングして。私に直接連絡をくれる？」

「……ああ」

「今日のところは帰るわ。一階のエントランスまで送ってちょうだい」

　榊が頷くと、彼女はうれしそうに腕を絡め、振り解こうとしても離さない。

　廊下に立ち尽くす有菜に視線を向けて、榊が言った。

「ごめん。一階まで義姉さんを送ってくる」

「……はい」

　二人が連れ立って玄関を出ていき、一人残された有菜は無言で閉まったドアを見つめた。

（お義姉さん、礼司さんとすごく距離が近かった。義理の関係のはずなのに、あんなに親密なものなの？）

　有菜が気になったのは、彼が強く拒否しなかったことだ。

　すぐに振り払うことができたはずなのに、榊は美弥の行動を許容しているように見え、それが有菜はひどくショックだった。

　やがて五分ほどして、彼が帰ってくる。有菜は「おかえりなさい」と声をかけ、榊に問いかけた。

「あの、お義姉さん、すごくきれいな人ですね」

「ああ」

「マンションの入り口で突然声をかけられて、驚きました。それにわたしがお茶の用意をしているあいだ、一人でリビング以外の部屋を見始めてしまって」

　すると彼はかすかに目を見開き、小さく息をついてつぶやく。

「……あの人らしいな」

　有菜にとっては受け入れがたい行動だったにもかかわらず、榊はまるでそれを受け入れているかのような口調でそんなことを言う。

　有菜がモヤモヤした気持ちになりながら再度口を開こうとすると、彼はそれを遮って告げた。

「申し訳ないけど、彼女のことはこれ以上話したくない。部屋に行っていいかな」

「は、はい」

「夕食の時間になったら呼んでくれ」

　榊が自室に行ってしまい、有菜はその背中を見送る。

（何で？　「話したくない」なんて、まるでお義姉さんとの間に疚しいことがあるみたい）

　その日の夜、彼はいつまでもベッドに入ってこず、有菜は一人で眠った。

　翌日の朝食時も榊は普段より言葉少なで、そのまま出勤してしまう。それを見送った有菜は、午前中会社で仕事をしながらモヤモヤした。

　義姉である美弥の態度は、過剰なまでに親密だった。榊が帰ってきてからはこちらはまったく眼中になく、むしろ見せつけるような態度で不快になったものの、有菜はその気持ちを彼にぶつけていいのかどうか迷っている。

（礼司さん、お義姉さんに関して「話したくない」って言ってた。それってわたしに割り込んでくるなってこと？　あの人がわたしの前であんな態度を取っても、気にならないのかな）

　榊の気持ちが、わからない。

　元々恋愛関係ではないのに身体の関係を持ってしまい、「もしかしたら、性欲処理にちょうどいいと思われているだけなのか」という懸念を抱いていたが、美弥の出現によってより心の距離が開いた気がする。

　沈んだ気持ちのままで出勤し、会社で記事の校正作業をこなしていた有菜は、オフィスの電話が鳴ったのに気づいて受話器を取った。

「はい、紫水社ファーブラオンライン編集部でございます」

『すみません。そちらに勤務している、榊有菜さんをお願いしたいのですが』

　女性の声でそう言われ、有菜は「わたくしが榊ですが……」と答える。すると電話の向こうで彼女が応えた。

『あ、有菜さん？　私、美弥です』

「……お義姉さま？」

　まさか美弥が会社に電話してくるとは思わず、有菜は驚きに目を瞠る。彼女が言った。

『お仕事中にごめんなさいね、いただいた名刺を見て電話をしたの。ほら、昨日は全然お話しができなかったから、改めてお時間をいただけないかと思って』

　突然の申し出に戸惑い、有菜は何と答えるべきか悩む。

　美弥が仕事終わりに会えないかと提案してきて、渋々それを了承した。幸い残業はなく、会社を出て待ち合わせ場所のティールームに行くと、そこでは彼女が優雅にお茶を飲んでいた。

「遅いわ。三十分前に着いてしまって、時間を持て余していたのよ」

「も、申し訳ありません。残業せずに急いで来たのですけど」

　オーダーを取りに来たスタッフに「アイスティーをください」と注文し、有菜は美弥に向き直る。昨日と同様に金がかかった身なりの彼女が、こちらを見つめて言った。

「昨日は急に礼司さんが帰ってきて、びっくりしたわ。彼、私のこと何か言っていた？」

「いえ」

「あら、そう。もしかしたら言えないのかもしれないわね、あなたには」

　含みのある口調でそう言った美弥が、微笑んでカップの中の紅茶を啜る。

　それきり彼女が沈黙してしまい、有菜は困惑して「あの……」とつぶやいた。すると美弥が、再び口を開く。

「礼司さんは大病院の息子で、あのとおり整った容姿だから、異性に言い寄られることが多かったみたいなの。それに加えて若くして成功した起業家なんだもの、引手あまたよね。そんな彼が突然結婚したと聞いて、私、すごく驚いたのよ。しかも有菜さん、あなたまだ二十二歳なんですって？」

「……はい」

「大学を卒業したばかりで人生経験が少ない有菜さんに、礼司さんを支えることができるのかしら。祥広さんがチラッと言っていたけど、あなたのほうに家族間のトラブルがあって、いまだに両家の顔合わせができていないと言ってたわ。それは確か？」

　詰問口調の彼女に気圧されながら、有菜は頷く。すると美弥はふっと笑い、カップをソーサーに置いた。

「それを聞いて納得したわ。きっと礼司さんは、有菜さんに同情したのね」

「えっ」

「幼馴染のあなたが何か困っているのを知って、ボランティア的な気持ちで入籍してあげたんじゃないかしら。だって傍から見たらあなたたち、釣り合ってなくてとてもちぐはぐなんですもの。有菜さんが子どもっぽいのは、二十二歳という年齢からすると仕方がないのかもしれないけれど」

　それはまさに有菜が考えていたことで、彼女の言葉が胸に突き刺さり、心がズキリと痛む。

　その一方で、美弥の発言のひとつひとつに見えない棘が隠されているのがわかり、すっかり萎縮していた。なぜこんなふうに悪意を向けられるのか、わからない。何しろ彼女とは昨日が初対面で、会話らしい会話をほとんどしていないからだ。

　うつむく有菜を、彼女が満足げに見つめているのがわかる。スタッフがオーダーしたアイスティーを運んできたものの、手をつける気にはなれなかった。やがて美弥が、小さく息をついて言う。

「私にとって、礼司さんはとても大切な義弟おとうとなの。そんな彼が、あなたのような子のお守をさせられているなんて納得がいかない。結婚は一方的に守られるものではなくて、支え合いでしょう？　有菜さんにそれができているとは思えないわ」

「…………」

「礼司さんに釣り合うのは、もっと年齢が近くて彼に依存しないような女性よ。そう、例えば私のようなね」

　意味深にチラリと笑う彼女と目が合い、有菜の中の疑念が確信に変わる。

（この人は……礼司さんのことが好きなんだ。お兄さんの祥広さんと結婚してるのに、礼司さんを一人の男性として見てる……）

　だが昨日の榊は、美弥を強く拒まなかった。

　それどころか彼女のことを「話したくない」と言い、どこか気がそぞろで、昨夜は有菜に触れようとしなかった。それは二人が世間には言えない、特別な関係だからということにならないか。

　心臓がドクドクと速い鼓動を刻み、手のひらにじんわりと汗がにじむ。これ以上美弥といるのに耐えられなくなった有菜は、バッグから財布を取り出し、テーブルに千円を置いた。そして席を立って告げる。

「すみません、──失礼いたします」

　早足で通路を進んだ有菜は、店の外に出る。

　心が千々に乱れて、仕方がなかった。榊と彼女が特別な関係かもしれないと考えるだけで、焼けつくような嫉妬の感情をおぼえる。駅に向かって歩きながら、有菜はふと以前彼が「ちょっと実家と距離を置きたい事情があって、そういう意味でも起業するのはちょうどよかった」と語っていたのを思い出した。

（もしかしたら礼司さんは兄嫁であるお義姉さんに恋愛感情を抱いていて、それがつらくなったから実家と距離を置いていた？　そう考えると、辻褄が合うかも）

　つまり榊が本当に想っているのは美弥であり、自分は彼の欲求不満の解消の相手に過ぎないのではないか。

　結婚して〝妻〟となったのだから、身体の関係に応じるのは当然だろう。ましてや有菜は両親によって意に染まぬ相手と結婚させられそうになり、そうした状況から救ってもらったため、彼に対して恩がある。

（だったら全部、のみ込んだほうがいいのかな。礼司さんがお義姉さんを好きなのを黙認して、あの人と一緒に暮らせることだけで満足してできるかぎりを尽くせば、すべて丸く収まるのかも……？）

　だが榊に恋している心が、じくじくと痛みを訴えている。

　本当は他の人を見ず、自分だけを愛してほしい。だが美弥が言うようにこの結婚が〝ボランティア〟だったのなら、それは分不相応な願いだ。

　そのとき目の前に立ちはだかる人がいるのに気づき、有菜は不思議に思って顔を上げた。するとそこにはスーツ姿の男性三人がいて、にこやかに言う。

「有菜さん、探しましたよ」

「あなたは……」

　声をかけてきた男性は遠えん藤どうといい、父の勝之の秘書だ。

　実家に頻繁に出入りしており、有菜とは面識がある。彼はこちらを見下ろして告げた。

「お父上が、あなたと直接話をしたがっておられます。携帯に何度連絡しても有菜さんからお返事がないため、こうして私がお迎えに上がりました」

「迎えって……わたしは実家には帰りません。今は礼司さんとの生活がありますから」

「誤解しないでください。お父上は、あくまでも『話がしたい』とおっしゃっているだけですよ。父親がまだ年若い娘の身を案じるのは、当然のことでしょう？　心配なさらなくても、お話が済んだらきちんと今のご自宅までお送りいたしますので」

　確かに突然「結婚する」と言って実家を飛び出し、以後まったく連絡がない娘を心配するのは、当然かもしれない。

　一瞬そんなふうに心が揺れたものの、有菜はすぐにそれを打ち消す。

（違う。お父さんとお母さんは、わたしを便利な手駒としか見ていない。そんなところに出掛けていくだけ時間の無駄だ）

「すみません、わたしは──」

　やはり一緒に行くことはできない。

　そう言いかけたものの、両脇から男たちに腕をつかまれ、逃げられないようにされる。

「さあ、参りましょう。そこに車を待たせています」

「や、やめてください。わたしは行きませんから……っ」

「周囲に変なふうに思われますよ。さあ」

　強引に歩かされ、すぐ傍の路肩に停めていた黒塗りの車に乗せられる。ドアがバタンと閉まり、彼らに両側を挟まれた形の有菜は、危機感を募らせた。

（どうしよう、こんな……っ）

　道行く人々はこちらの異変にまったく気づいておらず、車が緩やかに走り出し始める。

　こんな強引な手段に出た父は、自分をどうするつもりなのだろう。そう考え、有菜は内心の焦りをじっと押し殺した。
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　午前中から商談が入っている日は、一日を通して概ね忙しい。

　夕方の四時半になってようやくＣＥＯ室に戻った榊は、昼食を取っていないことに気づいた。だが食欲が湧くような精神状態でもなく、重いため息をつく。

（まさか義姉さんが、有菜に接触するなんて。一体何を考えてるんだ）

　──昨日の夜、帰宅した榊は、自宅に義姉の美弥がいるのに気づいて驚いた。

　どうやら彼女は兄の祥広から榊が結婚したことを聞きつけ、わざわざマンションを訪れたらしい。約三年ぶりに再会した美弥はこちらの顔をみるなり笑顔を見せ、榊はじわりと不快になった。

（一体どの面を下げて、俺に会いに来れるんだ。……あんなことがあったのに）

　彼女と初めて会ったのは、兄の結婚が決まったあとの顔合わせのときだ。

　美弥は医療機器メーカーの社長令嬢で、いわば政略結婚だった。派手めな美人である彼女と穏やかな祥広はお似合いに見え、榊は「よかったな」と考えていた。

　だが食事をしながらやけに美弥と目が合うと考えていたら、後日彼女から衝撃の言葉を告げられた。「顔合わせの席で、あなたに一目惚れした」「どうせ結婚するなら、祥広さんではなく礼司さんがいい」──そう言われた榊は、即座に美弥を拒絶した。

　兄の婚約者に手を出す気は毛頭なく、彼女に言い寄られてもまったくそういう気持ちになれない。

　しかし美弥は諦めず、榊に執拗に付き纏うようになった。このまま拒否し続ければ、業を煮やした彼女が「自分は礼司に襲われた」「責任を取って結婚してもらう」などと言い出す可能性があり、何より兄に美弥との仲を誤解されたくないと考えた榊は、自ら実家を出て物理的な距離を取った。

　セキュリティが万全なマンションを新居にしたため、彼女は入ってこられない。会社も約束のない人間は一切取り次がないように通達し、榊に接触できなくなった美弥は諦めて祥広と結婚した。

　あれから三年が経つが実家にまったく寄りついていないため、彼女の熱はすっかり冷めたかと思っていた。だが榊が有菜と結婚したのを聞きつけたことで、美弥の中でスイッチが入ったらしい。彼女は榊の不在時にまんまと自宅に入り込み、有菜に対してことさら思わせぶりな態度を取っていた。

　問答無用で美弥を家から叩き出さなかったのは、逆上されるのが怖かったからだ。自分だけではなくあの場には有菜がおり、もし彼女に危害を加えられたらと思うと、強い言葉で糾弾することができなかった。

　美弥をマンションの一階まで送っていったとき、彼女はエレベーターの中で「また会えてうれしい」「やっぱり私、礼司さんのことが好き」と言って身体を密着させてきた。それを振り解き、もう二度と来ないように厳しく通告したものの、今後の動向が気にかかる。

（でも俺一人ならともかく、今は有菜がいるんだから、守りにばかり入っていられないよな。兄さんと両親にこれまでのことをすべて話し、義姉さんがこっちに接触できないようにしよう。それと有菜にも、事情を説明しないと）

　昨夜はかつて美弥に付き纏われたときのトラウマがよみがえり、榊はどこか気がそぞろだった。有菜とはろくに話せていない状態で、もしかすると彼女は自分たちの仲をいろいろと邪推してしまっているかもしれない。

　その後、榊は午後六時前に仕事に区切りをつけ、退勤した。そしてまだ残っている社員たちに挨拶をしながら社屋を出ると、車で五分ほどのところにある自宅に帰る。すると有菜はまだ帰っておらず、「残業かな」と考えた。

（いつもなら、そういうときは必ずメッセージをくれるんだけど。今日は何もきてない）

　しかし仕事が立て込んでいれば、連絡ができないこともあるだろう。

　そう考え、洗濯機を回したり風呂を洗ったりと家事をこなしていた榊だったが、有菜は午後八時を過ぎても帰宅しなかった。普段は連絡もなしにこんなに遅くなることはなく、スマートフォンに電話をかけてみる。

　すると六コール目くらいで出て、呼びかけた。

「もしもし、有菜？」

『榊さまでしょうか。わたくし、瀬戸勝之氏の秘書をしております、遠藤と申します』

　聞き慣れない男の声がそう応え、榊は驚きに目を見開く。遠藤が淡々と言葉を続けた。

『実は有菜さまは、ただいまご実家に戻られておりまして。どうも榊さまとの結婚生活が理想とは違ったものであることに幻滅し、精神的な疲れをおぼえておられるようなのです。しばらくはこちらでゆっくりなさりたいと希望されており、榊さまとは直接お話しされたくないとのことで、わたくしがこうして電話に対応させていただいております』

　榊はみるみる表情を険しくする。

　有菜が引っかかっているのは、昨日の美弥の件だろうか。確かに彼女の件に関してはろくに話せておらず、誤解されている部分もあるに違いない。

　榊はスマートフォンを握る手に力を込め、遠藤に告げた。

「有菜と話をさせてください」

『ご本人の意向により、それはできかねます。とにかく有菜さまはご実家におられますので、軽急に捜索願などは出されませんよう、お願いいたします』

　そのまま通話が切れてしまい、榊は釈然としない気持ちを押し殺す。

　たとえこちらに思うところがあるのだとしても、有菜が自ら実家に帰るだろうか。彼女の両親は、自分たちの利益のために娘を政略結婚の道具にしようとしており、有菜はそれに強い抵抗感を抱いていたはずだ。

（有菜が俺に直接電話で連絡してこないのも、父親の秘書が彼女のスマホを持っているのもおかしい。普通はそういったものは、おいそれと他人に渡さないはずだ）

　だとすれば、今実家にいるのは彼女の意思ではなく、無理やり連れていかれたのではないか。そして有菜からスマートフォンを取り上げ、半ば監禁のような状態にされている──そう考えるのが自然な気がする。

（俺からの電話に出たのは、たぶん夫という立場から捜索願を出されたら困るからだろう。現に電話を切る前、こっちにわざわざ釘を刺してきたし）

　榊の中に、じわりと苛立ちが込み上げる。

　こんな手段に出るということは、きっと瀬戸家は有菜を自分たちの都合のいい道具にするのを諦めていないに違いない。おそらく彼女を監禁し、無理やり榊と離婚させた上で、別の人間の元に嫁がせようとしている。

（こうしてはいられない。有菜を迎えに行かないと）

　もしかしたら彼女は榊と美弥の仲を誤解し、離婚してもいいと考えている可能性も捨てきれない。

　だが榊にとっての有菜は、何にも代えがたい存在だった。彼女の素直さや愛らしさ、思慮深い性格は好ましく、庇護欲をそそってやまない。結婚したことは微塵も後悔しておらず、身体の関係ができてからは日々いとおしさが募るばかりだ。この先もずっと一緒にいたいと考えており、こうして外野に引き裂かれるのはまったく本意ではない。

　急いでスーツに着替えた榊は、車のキーを手に取って駐車場に向かう。ここから白金台にある瀬戸家の屋敷までは、車で十五分ほどの距離だ。

　富裕層の屋敷がひしめく住宅街に入った榊は、中通りに面した白亜の邸宅の前で車を停める。そして運転席から降り、門扉のインターホンを押した。

　すると家政婦らしき女性が「はい」と応答し、わずかに身を屈めて告げる。

「夜分に申し訳ありません、榊と申します。妻のことでお伺いしたのですが、お取次ぎいただけますか」

　インターホンの通話が切れ、待たされること数分、やがて門扉が開いて五十代に見える男性が姿を現して困ったように告げる。

「榊さま、わたくしは先ほどお電話でお話させていただいた、遠藤と申します。有菜さまのことはそっとして差し上げてほしいと、お電話でお伝えしたはずですが」

「その説明に納得がいきませんので、直接ここに来ました。妻に会わせてください」

「ですから──」

「彼女が僕に直接電話を寄越さず、他人が応答するのはあまりにも不自然です。スマホのような極めてプライベートなものを、普通血縁関係でもない遠藤さんに委ねるでしょうか。有菜から連絡手段を取り上げ、故意に僕との接触を断たせたと考えるほうが自然だと思います」

　遠藤がぐっと言葉に詰まり、再び有菜が会いたがっていないということを説明する。

　しばらくそうして言い争っていると、ふいに彼の背後から居丈高な声が響いた。

「有菜はしばらくうちにいることになったと、遠藤が説明したはずだろう。わざわざ家まで押しかけてきて、何を騒いでいる」

　そこにいるのは有菜の父親の勝之で、榊は折り目正しく頭を下げる。

「夜分に申し訳ありません。彼女と直接話がしたいと思い、ご自宅までお伺いしました」

「娘は君に会う気はないと言っている。それどころか、離婚したいと考えているようだ。どうやら親の反対を押しきって勝手に結婚したものの、君と一緒に暮らすうちに気持ちが冷めてしまったようだな。有菜が君との生活を苦痛に思っていて、ここに戻ってきたいというのなら、私は父親としてそれを受け入れるつもりだ。これまでの身勝手な振る舞いも、寛大な心で許そうと思っている」

「それは本当に有菜さんの意思でしょうか。むしろお義父さんの願望なのでは？」

　榊の切り込むような問いかけに、勝之がピクリと眉を動かし、「何だって」とつぶやく。それを見つめ、榊は冷静に言葉を続けた。

「ご両親が有菜さんと兼藤家の縁談を推し進めようとしたとき、彼女は深く傷ついていました。見合い相手に人格的な問題があるにもかかわらず、ご両親が会社への資金援助を目的に結婚を強要したため、自分が道具扱いされているように感じていたのです。これは僕の憶測ですが、お義父さんはまだ兼藤家との縁談を諦めておらず、有菜さんと僕を離婚させて強引に嫁がせる気ではないのですか」

　それを聞いた彼がわずかに動揺しつつ、すぐさま否定する。

「そんなわけなかろう。君と離婚したいというのは、有菜自身の意思で──」

「でしたら、今すぐ彼女をここに連れてきてください。もしそれができないのであれば、僕は妻が誘拐された可能性があるとして警察に行きます。妻の携帯に電話をかけて知らない相手が出たのですから、普通は不審に思って当たり前ですよね。その場合、この家にも警察が来ることになりますが、よろしいですか」

　榊の言葉に、勝之がはっと顔をこわばらせ、落ち着きなく視線をさまよわせる。

　会社を経営し、富裕層ばかりの高級住宅街に住んでいる立場上、周囲の目が気になって仕方ないのだろう。そのとき建物のほうで少し騒がしくなり、玄関のドアが開く。

　家から飛び出してきたのは、靴を履いていない有菜だった。彼女はこちらを見るなり、急いで駆け寄ってくる。

「礼司さん！」

　すると勝之が狼狽し、娘を叱りつけた。

「馬鹿っ、家に戻らないか。誰が出てきていいと言った」

「わたしは自分の意思でここに来たわけじゃありません。帰宅するために街中を歩いていたら、遠藤さんたちに突然拉致されたんです。それにスマートフォンを取り上げられてしまって」

　必死に訴えてくる有菜の身体を後ろにやり、榊は自身を盾にする。そして厳しい眼差しで勝之と遠藤に問いかけた。

「彼女はこう言っていますが、一体どういうことですか。誘拐されたというのは、やはり間違いではなかったということですか」

「それは……」

「本人の意思を無視してここに連れてきたのであれば、犯罪として成立すると思います。ましてや勝手に離婚させようとするなど、言語道断だ。あなた方は、どこまで有菜さんの気持ちを無視するつもりですか」

　怒りを孕んだ榊の言葉に、遠藤が動揺して視線をそらす。

　一方の勝之も分が悪いと踏んだのか、目まぐるしく考えながらモソモソと口を開いた。

「警察沙汰は……困る。近所の目もあるし、秘書が逮捕されるのも」

「ならば彼女を解放し、今後関わりを持たないと約束してください。そうでなければ僕は納得しません」

　すると彼はぐっと言葉に詰まり、悔しそうにつぶやく。

「……っ、わかった」

　言質を取った榊は有菜を見下ろし、「行こう」と告げる。

　彼女が頷き、屋敷の前に停めていた榊の車に乗り込んだ。エンジンをかけ、緩やかに走り出したところで、有菜が言う。

「礼司さん、わざわざ来てくださってありがとうございます。スマホを取り上げられてしまったので、連絡ができなくて……」

「君の帰りが遅くて心配していて、電話をかけたらあの遠藤という秘書が出たんだ。有菜が電話に出ないのを不審に思って、もしかしたら実家に連れ去られたんじゃないかと考えた」

　そのとき彼女がハッとし、身じろぎして言う。

「わたし、スマホやバッグを実家に置きっ放しです。それに裸足で飛び出してきてしまったので、靴も……。どうしましょう」

「必要なら、あとで郵送してもらおう。でも携帯電話の番号は、思いきって変えてしまってもいいかもしれないな。君は実家と直接連絡を取らず、俺が窓口になったほうがいいような気がする」

　自宅マンションの駐車場に到着し、車から降りた榊は助手席に回ると、ドアを開けて有菜の身体を抱き上げる。

「れ、礼司さん、自分で歩きますから……っ」

「裸足だと足が痛いし、その状態で移動するのは恥ずかしいだろう。ほら」

　いわゆるお姫さま抱っこの要領で彼女を抱え上げ、エレベーターホールに向かう。

　カウンターに座っていたコンシェルジュがこちらを見てやや驚いた顔をしたものの、榊の落ち着きぶりを見て声をかけてこなかった。十八階に上がり、自宅に入った榊は、ソファに有菜の身体を下ろす。そして彼女の足を手に取って言った。

「足の裏に、少し擦り傷があるな。救急箱を取ってくる」

　消毒し、小さな傷に絆創膏を貼って一息つく。キッチンで冷たいお茶を淹れてきた榊に対し、彼女が「あの」と切り出した。

「改めて、迎えに来てくださってありがとうございました。もし礼司さんが来てくれなかったら、わたしは父によって強引に離婚させられた挙げ句、兼藤さんと無理やり再婚させられていたと思います」

「やはりお義父さんの目的は、それだったのか」

「……はい」

　──遠藤たちによって実家に連れていかれた有菜は、そこで待っていた勝之に「今すぐ榊と離婚しろ」と告げられたという。

　聞けば彼女が瀬戸家を出たあとも、勝之は兼藤家に「娘は今、体調を崩している」「回復するまで結婚の準備はしばらく待ってくれないか」と申し出、のらりくらりと躱していたらしい。

　だが次第に業を煮やした兼藤側から結婚をせっつかれるようになり、「息子との縁談をなかったことにするなら、会社への資金援助は手を引かせてもらう」と言われるに至って、焦った彼が強硬な手段に出たというのが事の顛末だった。

「実家に着いてすぐにスマートフォンを取り上げられてしまったので、礼司さんに連絡ができませんでした。それから両親にずっと離婚届に記入するように迫られていたんですけど、必死に拒否していたんです」

　そうするうちに部屋の外が騒がしくなり、家政婦に何やら耳打ちされた父が対応に出ていった。「もしかすると、榊が来たのかもしれない」と考えた有菜は、母親を押しのけて部屋を飛び出したのだと語った。

「わたしを無理やり連れ去って離婚届を書かせ、兼藤さんに嫁がせようとするなんて、普通じゃありません。自分の両親ながら、そこまでするのかと考えると……情けなくなってしまって」

「お義父さんが秘書を使って有菜を拉致した件については、その気になれば罪に問えると思う。警察沙汰にしたくない彼は渋々君を解放したが、今後こういうことがないように毅然とした対応をするべきじゃないか」

　榊の言葉を聞いた彼女は頷き、警察に被害届を出すことを検討すると言った。

　互いの間に沈黙が満ち、グラスの中のお茶を一口飲んだ榊は再び口を開く。

「君に、話さなくてはならないことがある。──義姉さんの件だ」

「……っ」

　有菜がドキリとしたように肩を揺らし、表情をこわばらせた。それを見つめながら、榊は言葉を続ける。

「急に彼女がマンションに来て、驚いたよな。俺が義姉さんに会ったのは、約三年ぶりだ。彼女が兄さんと見合いをしたとき以来、距離を取っていたから」

「距離、ですか？」

「ああ。見合い後の親族の顔合わせのあと、彼女にしつこく付き纏われるようになったんだ。『あなたに一目惚れした』『どうせ結婚するなら、祥広さんではなく礼司さんがいい』って言って……。俺は即座に拒絶したけど、粘着はエスカレートするばかりだった。兄さんに誤解されたくなかった俺は、それで実家を出た」

　セキュリティのしっかりしたこのマンションに転居し、会社の受付にも取り次がないように申しつけて徹底して距離を取った結果、美弥はようやく諦めて兄の祥広と結婚した。

　そう説明すると、有菜が目を瞠りながらつぶやく。

「……そうだったんですね」

「ちなみに兄さんは、彼女が見合いの直後から俺に付き纏っていた事実を知らなかったから、有菜と結婚したことを何気なく漏らしてしまったらしい。すると義姉さんは勝手に嫉妬の感情を募らせ、君の顔を一目見るためにマンションに押しかけてきたってわけだ」

　それを聞いた彼女が「……実は」と切り出す。

「今日、わたしの会社にお義姉さんから電話があって……仕事が終わったあとに、ティールームで話をしたんです」

「えっ」

　有菜いわく、美弥は榊と結婚した事実を終始批判してきて、「彼は幼馴染のあなたが困っているのを知って、ボランティア的な気持ちで入籍してくれたに違いない」「礼司さんにはもっと年齢が近くて彼に依存しない、自分のような女性が似合う」とマウントを取ってきたという。

　それを聞いた榊は、不快になって吐き捨てた。

「馬鹿か。知ったような口をきいて」

「でも……それを聞いたとき、わたしは『そのとおりだ』って思ったんです。礼司さんは無理やり結婚させられようとしているわたしに同情して結婚してくれただけだって、ずっとそう思っていたので」

　彼女の言葉に驚き、榊は目を見開いて言う。

「違う。そんなことない」

「考えてみたら、そんなの当たり前ですよね。わたしたちはそもそも恋愛関係ではなく、世間一般の人たちが踏むプロセスを経ずに入籍してしまったんですから。そういう流れで今があるのに、礼司さんの愛情を求めること自体がおこがましいってわかってるんです。でも、自分から望んで身体の関係を持ったくせに、ただ性欲の発散のために触れてくれてるだけなのかなとか、それだけで満足しない自分は浅ましいなって……そんなふうに考えて」

　思い詰めた有菜の表情を前にし、榊は自分が犯した重大なミスを悟る。

　関係が進展したことで自分たちの気持ちは通じ合ったものだと考えていたが、おそらくそうではなかったのだ。

（そうだ。俺は自分の気持ちを、ちゃんと有菜に話していない。それが彼女を不安にさせて、卑屈な思いを抱かせてしまっていたのか）

　榊は隣に座る彼女に向き直り、その手を握って真摯に告げた。

「──ごめん。有菜にそんなふうに思わせてしまったとしたら、俺の配慮不足だ。君と親密になったことに舞い上がって、自分たちの気持ちは通じ合ってるんだって勘違いしてしまった。でも、そうじゃなかったんだな」

「…………」

「俺は有菜が好きだ。一人の女性としてとても大切な存在で、結婚してよかったと思ってる」

　すると有菜がじわりと頬を染め、小さく言う。

「……本当ですか？」

「ああ。確かに再会した当初は妹のように思っていたし、恋愛感情はなかった。でも君がご両親に無理やり結婚させられそうになって、俺に『今後はもう会わない』と言ってきたときに思ったんだ。手放したくないって」

　彼女が兼藤家の三男と結婚させられ、粗暴な彼に怯えながら生きていくのを想像すると、たまらなくなる。

　ならば自分が〝夫〟となり、公然と有菜を守れる立場になればいいのではないか。そう考え、勢いで決めた結婚だったが、彼女との生活は思いのほか楽しかった。

　控えめな性格で気遣いが上手い有菜は、気配が邪魔にならない。むしろ朝晩を一緒に過ごせることは日々の潤いとなり、彼女を一人の女性として意識し始めるのにそう時間はかからなかった。

「でも結婚したのが身体目当てとは思われたくなくて、自分の気持ちを伝えるのに躊躇していた。そんなとき君のほうからアプローチされて、理性の箍が外れた」

　一度抱くと執着が増し、毎日のように触れてしまった。

　有菜も自分を好きでいてくれているのを感じ、「結婚してよかった」と考えていたが、思えば気持ちをちゃんと言葉にせず、なあなあで来ていたように思う。

　榊は彼女を見つめ、真摯な眼差しで言った。

「俺たちの結婚はイレギュラーな形で始まって、関係としてはまだ全然成熟されていない。でも俺は有菜が何より大切で、君が困っているなら助けたいという気持ちが強くあるんだ。有菜が義姉さんに言われた言葉はまったくもって事実無根で、俺が彼女に靡くことは絶対にない。それに義姉さんが俺の結婚を知って突然近づいてきた件については、既に兄さんに報告済みだ」

「そうなんですか？」

　──帰宅する前に榊は祥広に電話をかけ、三年前の出来事をすべて話した。

　そして有菜に接触してきた美弥にひどく迷惑していること、自分の中に彼女に対する恋愛感情は一切ないこと、これ以上接触してくる場合は相応の手段を取ることを告げたと説明すると、彼女は不安そうに問いかけてくる。

「それでお義兄さんは、何て……」

「納得してくれた。実は兄さんは義姉さんと結婚して以降、日常の言動から彼女の非常識な部分や性格の難点を感じていたみたいで、『美弥ならやりかねない。礼司が結婚したのを聞いたとき、やけに話に食いついてきたし』と言っていたんだ。いろいろ溜め込んでいたことがあるみたいだから、今頃義姉さんは自宅できつく絞られているかもしれないな」

　すると有菜が瞳を揺らし、小さな声で言う。

「わたし──不安だったんです。交際期間を経ずに一足飛びで結婚したので、礼司さんから愛されている自信がなくて。わたしが誘ってからは触れてくれるようになりましたけど、手近な性欲処理の相手に過ぎないのかもって考えて」

「そんなわけない。他でもない君だから、触れたくなるんだ」

　彼女の手を握り、榊は語気を強めて告げる。

「これからは、言葉を惜しんだりしない。有菜が不安にならないように、ちゃんと思っていることを伝えるように努力する。だからこれからも、俺の〝妻〟でいてくれるか？」

　榊の問いかけに、有菜は泣き笑いのような顔で答える。

「はい。──どうぞよろしくお願いします」







＊エピローグ








　企画会議はウェブ雑誌の方向性を決める重要なもので、いつも活発な意見が飛び交う。

　編集者の企画がそのまま通るとは限らず、かなり力を入れたものでもニーズに合わなければ却下されたりと、厳しい世界だ。

　ファーブラオンライン編集部はライターが編集者を兼ねているため、企画が通ったあとは取材の依頼やカメラマンを手配したりと忙しくなる。取材と撮影を終えたあとは記事を執筆して校正をする傍ら、エディトリアル・デザイナーに誌面デザインを発注し、デザインと原稿、写真の最終チェックをして入稿するという流れになっていた。

　その日、カメラマンのスケジュールを伺うメールを送信したあと、先輩社員から頼まれて取材対象に確認事項を問い合わせていた有菜は、お礼を言って受話器を置く。そして聞き取った内容をわかりやすくメモにまとめながら考えた。

（今日頼まれた仕事は、これで全部終わりかな。美み山やまさんのデスクにこのメモを置いたら、もう帰ろう）

　有菜が紫水社に入社して、約三ヵ月が経っていた。

　新人としての基本的な研修は終わり、今は編集アシスタントというポジションで臨機応変にさまざまな仕事をこなしている。今年の三月まではお嬢さま大学に通う学生で、当初は働く予定がまったくなかったことを考えると、感慨深い気持ちになった。

（そもそも就職しようと思ったのは、お父さんの会社の経営危機がきっかけだった。あれからまだ一年も経っていないなんて、信じられない）

　有菜の左手の薬指には指輪が嵌まっており、それを見るとふと心が温かくなる。

　幼馴染だった榊と結婚したのは、二ヵ月前の話だ。それから紆余曲折があり、一時は「自分は榊に愛されていない」と思い詰めた有菜だったが、今は落ち着いた生活を送っている。

　義姉の美弥に自分たちの関係を邪魔されそうになってからというもの、彼は言葉を惜しまなくなった。榊が頻繁に気持ちを示してくれるようになったことは、有菜にとってとてもうれしい変化だ。だがときに過剰なまでの愛情表現にどう反応していいかわからず、まごまごしてしまう瞬間がある。

　気がつけばじんわりと頬が熱くなっているのに気づいた有菜は、慌てて気持ちを切り替えて席を立った。そしてロッカールームで帰り支度をしたあと、午後六時過ぎに退勤する。

（冷凍庫に海老があったし、昨日買ったブロッコリーもあるから、マッシュルームと一緒にアヒージョにしようかな。あとは鶏肉を焼いて作り置きのラタトゥイユを添えたものと、グレープフルーツとベビーリーフのサラダ、バゲット。うん、美味しそう）

　頭の中で夕食のメニューを組み立て、自宅の最寄りのスーパーで足りない食材を買う。

　マンションのエントランスまで来て周囲を見回すのは、以前義姉の美弥に声をかけられたときのことが少々トラウマになっているからだ。

　怪しい人影がないのを確認した有菜は、安堵して中に入る。そしてエレベーターに乗り込み、上昇する箱の中で「それにしても」と考えた。

（お義兄さんとお義姉さんが離婚話に発展してるのには、びっくりしちゃったな。三年前、お見合い直後にも礼司さんに付き纏っていたのを知ったら、当然なのかもしれないけど……）

　榊によって悪行を暴露された美弥は、祥広から厳しい追及を受けたらしい。

　彼女は「礼司さんに付き纏われていたのは、私のほう」「被害者は自分で、何も悪いことはしていない」と嘯いていたものの、祥広は自身の弟のほうを信じたようだ。

　結婚して以降、美弥の金遣いの荒さや常識外れな言動、そして不貞を疑わせる数々の行動にうんざりしていた祥広が離婚を切り出したところ、彼女は焦りをおぼえたらしい。何とか関係を修復するべく夫に擦り寄っており、あれ以来こちらに接触はない。

　一連の話は榊の両親にも報告され、彼らは状況を静観しつつも、「長男夫婦の離婚はやむを得ないだろう」と判断していると榊は語っていた。

　そして同時期にあった有菜の拉致事件に関しては、弁護士同伴で警察に被害届を出した。事情聴取を受けた秘書の遠藤は「瀬戸社長の指示でやりました」と供述し、勝之は「自分たちの許可なく結婚した娘の身を案じて、つい強引な手段に出てしまった」「反省している」と話しているというが、警察沙汰になったのは想像以上のダメージのようだ。

　兼藤建設はすぐに手のひらを返して知らぬ存ぜぬを決め込み、縁談と資金提供の両方から手を引いて、瀬戸総合設備は資金不足からくる経営不振が顕著になったという。

　やがてエレベーターの上昇が止まり、有菜は十八階で降りる。そして玄関を開けて自宅に入ると、あちこちの部屋の窓を開けて換気をした。

　そしてキッチンに入り、夕食を作り始めると、三十分ほどして榊が帰ってくる。

「おかえりなさい、礼司さん」

「ただいま」

　黒いＶネックのサマーニットにスラックスというカジュアルな恰好の彼は、今日も涼やかだ。

　少し長めの前髪がさらりと目元に掛かり、男らしい太さの首筋やしなやかな体型に色気がある。仕事は忙しく、毎日社内ＭＴＧや商談に明け暮れているというが、家での榊はそういった疲れを一切見せない。そのオンオフの切り替えは見習うべきところだと、有菜は考えている。

「俺も手伝うよ」

「じゃあ水にさらしているベビーリーフを、水切りしてもらっていいですか？」

「ああ」

　二人で食卓を囲みつつ、一日の出来事をあれこれ話し合うのがいつもの夕食の流れだが、今日の榊は思いがけないことを言った。

「えっ、父から連絡がきたんですか？」

「ああ。先に電話で『どうしても会って話せないか』って言ってきたから、十五分でいいならと答えて外で会った」

　──勝之の用件は、何と資金援助の要請だったらしい。

　彼は榊にこれまでの数々の無礼を詫びた上で、「兼藤建設との話が立ち消えになった今、我が社は資金難に陥っている」「娘の婿として、どうか自分を助けてくれないか」と語ったという。

　それを聞いた有菜は、顔を強張らせてつぶやいた。

「どうして今さら、そんなこと……」

「会社の倒産が、いよいよ現実味を帯びてきたってことなんだろう。何しろ自分たちの都合のため、有菜を拉致して俺と無理やり離婚させた挙げ句、兼藤家に差し出そうとしていたくらいなんだからな。俺に頭を下げるなんて本来なら絶対にしたくないことだったろうが、背に腹は代えられないと考えたんじゃないか？　それにうちの会社がこのあいだ一六〇億円の資金調達に成功したっていうニュースが出たから、擦り寄ってきた部分もあるんだと思う」

　これまでさんざん榊に対して横柄な口をきき、自分たちの仲を無理やり引き裂こうとしていたにもかかわらず、金銭援助を申し出てくるのはあまりにも厚顔無恥がすぎる。

　そう思い、有菜は立ち上がって自分のスマートフォンを取りにいこうとしながら言った。

「そんな話に応じる必要はありません。わたし、実家に電話をかけて父に抗議します」

「待て。今有菜が瀬戸家に連絡を取るのは、逆効果だ。お義父さんは俺を何とか懐柔するべく、君を上手く利用しようとするに決まってる」

「でも……っ」

「有菜の考えが聞きたい。俺は個人でそれなりの資産を持っているし、会社同士の話として資金の貸し付けなどをするのは不可能ではないかもしれない。だが君の実家に関わることを、当事者である有菜の意思を無視して決めるつもりはないんだ。お義父さんの申し出について、どう対処するべきだと思う？」

　榊の問いかけに、テーブルの脇に立った有菜は言葉を選びつつ答える。

「わたしは……都合のいいときだけ礼司さんを利用しようとする父が、許せません。今までのあの人の態度を見れば、礼司さんを若輩者として下に見ているのがわかりますし、わたしと勝手に入籍したことについても内心はまったく許していないでしょう。それに兼藤さんに手を引かれて焦り、形振り構わずにお金を貸してくれそうなところを当たっているのかもしれませんけど、そんな場当たり的な考えでは会社はいずれまた同様の危機に陥るような気がします。もしそうなら、現時点で礼司さんが資金援助の要請に応えるのは焼け石に水です」

　有菜の意見を聞いた彼は、頷いて言った。

「その意見には、概ね賛成だ。つまり君は、瀬戸総合設備への資金援助はしないほうがいいと」

「はい。……厳しいかもしれませんけど、そう思います」

　すると榊が小さく息をつき、やるせなく笑う。

「それを聞いて、安心した。確かに経営の健全化に大鉈を振るうわけでもなく、ただ外部から助けてもらうのを前提としているお義父さんの考えでは、会社は長く保たないだろう。情けで金を貸しても、きっと戻ってこないのがオチだと思う」

　有菜は顔を歪め、彼に向かって頭を下げた。

「ごめんなさい。父から直接そんな話をされて、きっとすごく不快な思いをしましたよね。わたしも父も、数えきれないほど礼司さんに迷惑をかけて……何と言っていいか」

「有菜が謝ることはない。君の父親がそういう人なのは最初からわかってるし、むしろ想定の範囲内だ。もし有菜に連絡がつく状態なら、あの人は兼藤家の代わりに金を出してくれるところとの縁談を画策したかもしれないから、やっぱり俺を窓口にして正解だったと思う」

　榊に「ほら、座って食べよう」と促され、有菜は再び椅子に座る。

　その後は台所の後片づけや明日職場に持っていく弁当の準備をし、入浴を済ませて午後十一時過ぎに寝室に入った。すると彼がベッドで本を読んでいて、有菜は彼に「あの」と切り出す。

「ん？」

「礼司さんは……わたしと結婚したこと、後悔していませんか？　入籍したあとにゴタゴタして、今回も父が迷惑をかけて。もっとちゃんとしたおうちの女性が相手ならこんなことにはならなかったのに」

　それを聞いた榊が眉を上げ、読みかけの本を閉じてベッドサイドの棚に置く。彼は有菜に腕を伸ばし、「おいで」と言って身体を引き寄せた。

　榊のＴシャツ越しに感じる身体の硬さ、馴染んだ匂いや体温に、胸がきゅうっとする。有菜がぎゅっと抱きつくと、彼はこちらの頭を撫でて言った。

「俺は結婚したことを、まったく後悔してないよ。有菜の父親がトラブルメーカーなのは結婚当初からわかっていたことだし、たとえ借金を要請されても断れば済む話だ。それより君がそうやって気に病むほうが、俺的にはつらい」

　榊が「でも」と言葉を続け、有菜はドキリとする。彼はこちらの顔を上げさせ、ニッコリ笑って言った。

「どうしても俺に申し訳ないって思っているなら、今日は有菜に動いてもらおうかな」

「えっ？」

「できる？」

　榊が性的な奉仕を要求しているのだとわかり、有菜の頬がじわじわと赤らんでいく。

　だが父親のせいで迷惑をかけてしまい、それに対して申し訳なく思っているのは事実で、彼を見つめてぎこちなく頷いた。

「……わかりました」

　まずはキスからだろうと考えた有菜は、榊と向かい合う形で彼の腰に跨り、唇を寄せる。

　表面を軽く吸い、緩んだ合わせから口腔に押し入ると、ぬめる舌に触れた。表面を絡ませながらより深く押し入る有菜に、榊が応えてくる。ざらつく表面を擦り合わせ、混ざり合った唾液を飲み込んだ途端、じんわりと体温が上がった。

　しばらくそうしてキスをした有菜は、上気した顔で唇を離す。そして彼の首筋に顔を埋め、耳の下に吸いついた。

（あ、礼司さんの匂いがする……）

　首筋から喉仏に唇を這わせ、Ｔシャツに包まれた胸板に手のひらで触れる。

　細身に見えるがそこは男らしい厚みがあり、しっかりしていた。シャツをまくり上げると無駄のない引き締まった腹部があらわになり、有菜はそこを撫で回す。

　するとスウェットの下半身がわずかに兆し始めたのがわかり、ドキリとした。そっと触れてみるとそこはますます硬くなり、存在を主張し始めて、思いきって下着ごとずらしてみる。

（わ、大きい……）

　もう何度も抱き合っているのに、ここまで間近で見たのは初めてだ。

　丸い先端には切れ込みが入り、くびれている。幹には太い血管が走っていて、普通の皮膚より色が濃いそれは、ひどく雄々しい形をしていた。

　見つめているうちに心拍数が上がり、有菜は勇気を出して直接触れてみる。すると昂ぶりがピクリと震え、ますます硬度を増すのがわかって、生唾を飲み込んだ。

「く、口でしていいですか？」

　有菜の問いかけに榊が眉を上げ、右手の親指でこちらの唇に触れて言う。

「できるのか？」

「初めてですけど、頑張ります……」

　両手でそっと幹を包み込み、先端に唇を寄せる。

　弾力のある感触の亀頭は、表面がなめらかだった。舌先で舐め、想像していた嫌悪感がまったくないのに安心した有菜は、鈴口をチロチロと舐める。

　慣れてくると、次第に亀頭全体を舐め回したり、くびれの辺りをくすぐったりする余裕が出てきた。

「……っ」

　軽く吸いついた瞬間、彼が息を詰めるのがわかり、有菜は驚いて視線を上げる。

　すると快感を堪えている様子の榊と目が合って、彼が笑って言った。

「上手だ。もっと奥まで咥えられるか？」

「……っ、はい……」

　昂ぶりは硬く大きく、精一杯奥まで咥えたものの、すべてを口に含むのは難しい。

　それでも表面に舌を這わせ、吸いつく動きに彼が心地よさそうな息を吐くのがわかって、有菜はますます熱心に剛直を愛撫した。

（わたしが礼司さんを気持ちよくさせてるの、うれしい。もっと頑張りたくなる）

　とはいえずっと咥えていると顎が疲れ、口から屹立を出した有菜は息を乱しながら幹の部分を舐める。

　再び亀頭に戻ると鈴口から体液がにじみ出し、舌を指すような苦味があったものの、決して嫌ではなかった。やがてどのくらいの時間が経ったのか、榊がこちらの頬を撫でて言った。

「もういいよ。ありがとう」

「ぁ、でも……」

　彼が達するまで頑張るつもりだった有菜は、榊にそう訴えようとする。

　だが彼は、濡れた唇を指で拭ってくれつつささやいた。

「有菜にたくさん気持ちよくしてもらったから、今度は俺の番だ」

「えっ？　あ……っ」

　両腕をつかんで身体を引き寄せられ、噛みつくように口づけられる。

　肉厚の舌が口腔に押し入り、絡みつきながら中を舐め尽くされて、有菜は喉奥から声を漏らした。蒸れた吐息を混ぜ、わずかな息継ぎのあと、また深く貪ぼられる。

　いつもより荒々しいキスから解放されたときには、すっかり頭が朦朧としていた。榊の唇が首筋を這い、啄みながら胸元までやってきて、有菜は喘ぐ。

　パジャマ越しに胸の先端に噛みつかれ、生地にじわりと唾液が染みていくのを感じ、小さく訴えた。

「……っ、噛むのは、駄目です……」

「でも尖ってきてる。──ほら」

「あ……っ」

　ブラを着けていないためにパジャマの下は素肌で、すぐに先端が硬くなる。

　それを強く吸われ、じんとした疼きをおぼえた。彼が手際よくボタンを外していき、上半身があらわになる。部屋の電気は皓々と点いていて、かあっと顔を赤らめた有菜は慌てて言った。

「礼司さん、電気……っ」

「いいから」

　胸の先端に直に吸いつかれ、有菜は「あっ」と色めいた声を上げる。

　気がつけば榊の手が下着の中に入り込み、花弁を割って蜜口を探っていた。そのまま指を挿れられ、腰が跳ねる。こちらの上半身を抱いて胸に吸いつきながら、隘路に埋めた指を抽送され、有菜は喘いだ。

「はっ……ぁ、……んっ……ぁ……っ」

「すごいな、もうこんなに濡れてる。俺のを咥えながら、いやらしい気分になっていたのか？」

「……ぁっ……ごめんなさい……っ……」

「可愛い。抱けば抱くほど俺好みになって、感じやすくなってる……」

「あっ、あっ」

　中に挿れる指を増やされ、抜き差しされながら声を上げる。

　硬い指で柔襞を捏ねられる感触が、頭が溶けそうに気持ちよかった。すると一旦指を引き抜いた榊が有菜のパジャマと下着を脱がせ、脚の間に顔を埋めてくる。

「んぁっ……！」

　じゅるっと卑猥な音を立てて愛液を啜られ、有菜は腕を伸ばして彼の頭に触れる。

　榊の熱い舌が秘所を這い回り、ときおり花芽を吸い上げる動きに腰が跳ねて、声を我慢することができなかった。蜜口から浅く舌先を埋められ、身体の内側を舐められるのがたまらず、有菜は切れ切れに喘ぎを漏らす。

「はぁっ……んっ……ぁ……っ」

　視線を向けると、彼の整った顔が自分の脚の間に埋められているのが見え、頭が煮えそうになる。

　榊が視線だけをこちらに向け、これ見よがしに舌を出して花芯を嬲ってきて、恥ずかしさで身の置き所のない気持ちになった。しかしそれを凌駕するほどの甘ったるい愉悦がこみ上げ、目をそらせずにいると、彼が小さく笑って言う。

「普段はいかにも清楚なお嬢さまっぽい雰囲気なのに、こういうときの有菜は快楽に素直だよな」

「……っ、そんな……」

「俺の前でしか見せないと思うと、すごく可愛い。もっと感じさせてやりたくてたまらなくなる……」

　より卑猥な音を立てて秘所を舐められ、有菜は榊の舌の動きに翻弄される。

　明るい部屋で何もかも見られているのが恥ずかしい一方、そんな状況に官能を煽られている自分もいた。初めて抱き合ったときに感じた苦痛は既になく、今はひたすら快感しかない。

　やがて感じすぎてぐったりした有菜の脚の間から、彼が顔を上げる。そしてＴシャツを暑そうに脱ぎ捨て、ベッドサイドの棚に手を伸ばしたものの、すぐに「あ」と声を漏らした。

「まずい。避妊具ゴムを切らしてた」

「えっ？」

「今日買おうと思って、忘れてた。失敗したな」

　それを聞いた有菜は、すっかり昂った榊の股間にチラリと視線を向ける。

　男性の生理的に、このままにしておくのはつらいだろう。手か口で射精させるという方法もあるが、これまでさんざん高められた身体は彼の熱をほっしている。

　躊躇ったのは、一瞬だった。有菜は榊の手に触れ、「あの」と遠慮がちに切り出す。

「つ、着けなくてもいいんじゃないでしょうか」

「えっ」

「わたしたち、夫婦ですし」

　するとそれを聞いた彼がまじまじとこちらを見つめ、問いかけてくる。

「いいのか？」

「はい」

　今まで避妊せずに抱き合ったことがないが、榊の熱を直に感じてみたい。

　そんな有菜の言葉を聞いた彼を取り巻く雰囲気が、わずかに変わった。改めてこちらの脚をつかんで広げ、自身の身体を割り込ませた榊が、昂ぶりを蜜口にあてがって言う。

「挿れるよ」

「は、はい……」

　丸い亀頭が蜜口に埋まり、幹の部分がゆっくりのみ込まされていく。

　生身の剛直はじんと熱く、硬く充実していて、その大きさに思わず呻き声が漏れた。いつも自分たちを隔てている薄い膜がないと思うだけで、より彼に近づけた気がする。気持ちに呼応して隘路が潤み、内壁が屹立を締めつけた。すると榊が心地よさそうな吐息を漏らし、つぶやく。

「すごいな、いつもと全然違う。有菜の中、ぬるぬるしてあったかくて、気持ちいい」

「……っ」

　緩やかに律動を開始され、有菜は小さく声を上げる。

　彼が上体を倒してきて、結合が深まった。切っ先がぐうっと奥を押し上げ、息が止まりそうな圧迫感に顔を歪める。

　小刻みな動きで奥を捏ねられ、ゾクゾクとこみ上げる快感に榊の腕をつかんだ。

「あっ……はぁっ……ん……っ……ぁ……っ」

　接合部から粘度のある水音が響き、それが恥ずかしくてたまらない。

　律動を緩めないまま、彼が胸のふくらみをつかんで先端を舐めてきた。ざらつく舌の表面が敏感なそこを嬲り、吸いつかれると、むず痒さに似た愉悦をおぼえる。

　内壁を擦りながら昂ぶりが奥まで入り込み、より深く咥え込もうとするかのように柔襞がゾロリと幹を舐めた。すると榊の息遣いがわずかに乱れ、それを目の当たりにした有菜は意図して体内の楔を締めつける。

「……っ、そんなに締めたら、すぐに達きそうだ」

「好きに動いてくれて、いいですから……」

　それを聞いた彼がぐっと奥歯を噛み、勢いをつけて奥まで突き入れてくる。

　激しい律動に揺らされ、瞬く間に追い上げられた有菜は、ビクッと身体を痙攣させた。

「ぁ……っ！」

　隘路がきゅうっと窄まり、中にいる剛直をきつく締めつける。

　それに抗うように榊がまずます激しく揺さぶってきて、嵐のような快感に翻弄された。

「はぁっ……んっ……ぁ……っ」

　こちらを突き上げる彼は余裕のない表情をしていて、わずかに息を乱しており、それを見た有菜の中でいとおしさが募る。

　榊にここまで求められているのが、うれしい。彼の表情や眼差しからは自分が愛されていることが強く伝わってきて、もっと近づきたくてたまらなくなった。

　腕を伸ばした有菜は、榊の首を引き寄せる。そして彼の目を見つめ、想いを込めて告げた。

「好き、礼司さん……」

「ああ。俺もだ」

　榊が額に優しくキスをしてくれ、物足りなさをおぼえていると、彼がクスリと笑って唇にもしてくれる。

　見つめ合いながら交わすキスは官能的で、すぐに深いものに変わった。舌を絡めつつ、中をビクビクと締めつける動きが止められずにいると、榊が熱っぽい眼差しでささやく。

「……っ、もう出していいか」

「は、はい」

　律動が速さを増し、知らず逃げを打つ有菜の身体を、彼が抑え込むように抱きしめる。

　硬い肉杭がひときわ奥まで突き入れられ、有菜は背をしならせて達した。それと同時に榊が息を詰め、最奥で射精する。

「……っ」

「……っ……ぁ……」

　ビクビクと震えながら切っ先が熱い精を吐き出し、内壁が啜るように蠢く。

　深く繋がったまま身体を抱きすくめてきた彼が、唇を塞いできた。絶頂の余韻が冷めやらないまま口腔を蹂躙され、有菜は息を乱しながらそれに応える。

　やがて満足したのか、唇を離した榊が深い息を吐いて言った。

「今までで、一番よかった。着けてないから当たり前か」

「そ、そんなに違いますか……？」

「全然違う。ただ、あまり勢いでするものじゃないな。もし妊娠した場合に大変なのは、有菜なんだし」

　甘い気持ちに水を差されたような気分になり、有菜は口をつぐむ。すると彼が微笑んで言葉を続けた。

「誤解しないでくれ。君が子どもを産んでくれるならうれしいし、いつだって大歓迎だ。でも有菜が今の仕事を大切にしていて、この先も長く続けていきたいと考えているなら、きちんと計画したほうがいいと思う」

　榊の言うことには一理あって、有菜は頷いた。

「……確かにそうですね」

　有菜は入社してまだ三ヵ月しか経っておらず、仕事を頑張りたい時期だ。

　だがもしかしたら今の行為で妊娠した可能性もあり、ふと不安になる。有菜の表情でそんな気持ちを悟ったのか、彼が安心させるように告げた。

「もし子どもができていたら、俺が全力でサポートする。できてなかったら、しばらく子作りはお預けだな」

「はい」

　その言葉どおり、榊はきっとどんなときも自分を支えてくれるに違いない。

　幼い頃から憧れ続けていた彼と大人になってから再会してこうしているのが、ひどく不思議な気がした。だが気持ちはしっかり通じ合っており、揺るぎなく愛されているのを感じる。

　有菜は笑い、幸せな気持ちでささやいた。

「わたし、礼司さんと結婚できてよかったです。この先もずっと一緒にいてくれますか？」

「もちろん。たとえ有菜が嫌だって言っても、離してやるつもりは微塵もない」

　冗談めかして言われ、二人同時に噴き出す。榊がこちらの左手をつかみ、薬指の指輪を見つめて提案した。

「──有菜、やっぱり結婚式を挙げようか」

「えっ？」

「入籍したあとは忙しさに紛れて、何もイベントができなかった。君は『両親の出席が見込めないから、しなくてもいい』って言っていたけど、やっぱり女性にとっては一世一代のことだと思うんだ。俺は有菜のウェディングドレス姿が見たいし、他の人間にも自慢したい。俺の奥さんはこんなにきれいなんだって」

「……礼司さん」

「何より結婚式は、『相手を一生大切にする』って公に誓うことだと思う。だからやらせてもらえないかな」

　思いがけず真摯な口調で懇願され、有菜は面映ゆさを味わう。

　こんなふうに愛される自分は、きっと幸せな人間だろう。この先ずっと幸せな想像しかできず、彼の手をぎゅっと握り返して答える。

「結婚式、やりたいです。わたしも礼司さんの正装姿が見たいですから」

「本当か？」

「はい」

　榊がうれしそうに破顔し、どんなところで、どれくらいの規模でやるかを、あれこれと提案し始める。

　やり手の起業家らしい見事なプレゼンに驚いたり笑ったりしながら、有菜は頭の隅で考えた。

（礼司さんがしてくれるように、わたしもこの人を幸せにしたい。……礼司さんのことが、好きだから）

　隣に感じる彼のぬくもりを、何よりいとおしく思う。

　心を幸せな思いが満たしていくのを感じつつ、有菜は榊と共に歩くバージンロードを想像し、握り合った手にそっと力を込めた。
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　こんにちは、もしくは初めまして。西さい條じょう六花りっ　かです。

　濃蜜ラブルージュさんで二作目となるこの作品は、お嬢さま育ちの駆け出し編集者と気鋭の起業家の、交際○日婚のお話となりました。

　ヒロインの有菜は、会社の経営危機でも楽観的な両親を反面教師に自ら就職活動をし、ウェブメディアの編集部に採用された自立心のある女性です。

　一方、ヒーローの榊はスタートアップの賞を総なめにした起業家、九年ぶりに幼馴染の有菜に再会したのをきっかけについ過保護になってしまう人物ですが、最初に交際期間を持たずに結婚してしまうというテーマを決めたため、どうやって説得力を出すかに悩みました。

　結果、有菜の父親が相当悪い人になってしまいましたが、そういうキャラクターは実は書いていて楽しいです。会社でも家庭でもワンマンできている人なので、今回の件はいい薬になったかもしれません。

　イラストは、石いし田だ惠めぐ美みさまにお願いいたしました。

　以前別の仕事でご一緒したことがあり、とても素晴らしいものを描いてくださったので、今から仕上がりが楽しみです。




　今回の作品が濃蜜ラブルージュさんで二作目であるのは冒頭で申し上げましたが、レーベルカラーに合わせられているかがいまだに不安です。

　たくさんの作品が刊行される中、この作品が一人でも多くの方に読んでいただけることを願っています。




　またどこかでお会いできることを祈って。






西條六花
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